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はじめに

『Oracle Solaris 11.1ソフトウェアパッケージの追加および更新』では、Oracle Solaris
Image Packaging System (IPS)機能のソフトウェアインストール機能について説明しま
す。IPSコマンドを使用すると、Oracle Solaris 11オペレーティングシステムのソフト
ウェアパッケージを一覧表示、検索、インストール、更新、および削除できま
す。単一の IPSコマンドで、イメージを新しいオペレーティングシステムリリースに
更新できます。IPSコマンドを使用して、インストールできるパッケージやインス
トールできるパッケージのバージョンを制限できます。

さらに、IPSコマンドを使用して、IPSパッケージリポジトリをコピーおよび作成
し、IPSパッケージを作成することもできます。それらのツールについては、8
ページの「関連ドキュメント」を参照してください。

IPSを使用するには、Oracle Solaris 11 OSを実行している必要があります。Oracle
Solaris 11 OSをインストールするには、『Oracle Solaris 11.1システムのインス
トール』を参照してください。

対象読者
このドキュメントは、ソフトウェアのインストールと管理、システムイメージの管
理などを行うシステム管理者のために作成されています。

内容の紹介
■ 第 1章「Image Packaging Systemの概要」では、Image Packaging System
と、パッケージ、発行元、リポジトリなどのコンポーネントについて説明しま
す。

■ 第 2章「IPSのグラフィカルユーザーインタフェース」では、パッケージマ
ネージャーとUpdate Managerの使用方法 (Web Installの使用方法を含む)について
説明します。

■ 第 3章「ソフトウェアパッケージに関する情報の取得」では、パッケージの検索
方法と、パッケージに関する情報の表示方法について説明します。

■ 第 4章「ソフトウェアパッケージのインストールおよび更新」では、パッケージ
のインストール、更新、およびアンインストール方法について説明します。
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■ 第 5章「インストールされるイメージの構成」では、パッケージの発行元の構成
やインストール可能なパッケージの制限などの、イメージ全体に適用される特性
の構成方法について説明します。

関連ドキュメント
次のマニュアルに加えて、パッケージマネージャーのオンラインヘルプや、pkg(1M)
とbeadm(1M)のマニュアルページを参照してください。

■ 『Oracle Solaris 11.1パッケージリポジトリのコピーおよび作成』
■ 『Oracle Solaris 11.1ブート環境の作成と管理』
■ 『Oracle Solaris 11.1システムのインストール』
■ 『Oracle Solaris 11.1での Image Packaging Systemを使用したソフトウェアの
パッケージ化および配布』

Oracleサポートへのアクセス
Oracleのお客様は、My Oracle Supportを通じて電子的なサポートを利用することがで
きます。詳細は、http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=acc&id=infoを参照
してください。聴覚に障害をお持ちの場合は、http://www.oracle.com/pls/topic/

lookup?ctx=acc&id=trsを参照してください。

表記上の規則
次の表では、このドキュメントで使用される表記上の規則について説明します。

表P–1 表記上の規則

字体 説明 例

AaBbCc123 コマンド名、ファイル名、ディレクトリ
名、画面上のコンピュータ出力、コード例
を示します。

.loginファイルを編集します。

ls -aを使用してすべてのファイ
ルを表示します。

machine_name% you have mail.

AaBbCc123 ユーザーが入力する文字を、画面上のコン
ピュータ出力と区別して示します。

machine_name% su

Password:

aabbcc123 プレースホルダ:実際に使用する特定の名
前または値で置き換えます。

ファイルを削除するには、 rm

filenameと入力します。

はじめに
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表 P–1 表記上の規則 (続き)
字体 説明 例

AaBbCc123 書名、新しい単語、および強調する単語を
示します。

『ユーザーズガイド』の第 6章
を参照してください。

キャッシュは、ローカルに格納
されるコピーです。

ファイルを保存しないでくださ
い。

注:いくつかの強調された項目
は、オンラインでは太字で表示
されます。

コマンド例のシェルプロンプト
次の表に、Oracle Solaris OSに含まれるシェルのUNIXシステムプロンプトおよび
スーパーユーザーのプロンプトを示します。コマンド例のシェルプロンプトは、そ
のコマンドを標準ユーザーで実行すべきか特権ユーザーで実行すべきかを示しま
す。

表P–2 シェルプロンプト

シェル プロンプト

Bashシェル、Kornシェル、および Bourne
シェル

$

Bashシェル、Kornシェル、および Bourne
シェルのスーパーユーザー

#

Cシェル machine_name%

Cシェルのスーパーユーザー machine_name#

はじめに
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Image Packaging Systemの概要

Oracle Solaris Image Packaging System (IPS)は、Oracle Solaris 11オペレーティングシステ
ムのソフトウェアパッケージを一覧表示、検索、インストール、更新、および削除
するためのフレームワークです。単一の IPSコマンドで、イメージを新しいオペ
レーティングシステムリリースに更新できます。

Image Packaging System
Oracle Solaris 11ソフトウェアは IPSパッケージの形態で配布されます。IPS
パッケージは、IPS発行元が提供する IPSパッケージリポジトリに格納されます。IPS
パッケージは、Oracle Solaris 11イメージにインストールされます。IPSのコマンド行
インタフェースから実行できる機能の一部は、パッケージマネージャーのグラ
フィカルユーザーインタフェースを使用して実行できます。

IPSツールは次に示す機能を提供します。発行元やリポジトリなどの用語の定義につ
いては、12ページの「IPSの概念」を参照してください。

■ ソフトウェアパッケージを一覧表示、検索、インストール、インストールの制
限、更新、および削除します。

■ パッケージ発行元を一覧表示、追加、および削除します。検索の優先順やス
ティッキネスなどの、発行元の属性を変更します。署名ポリシーなどの発行元の
プロパティーを設定します。

■ イメージを新しいオペレーティングシステムリリースに更新します。

■ 既存の IPSパッケージリポジトリのコピーを作成します。新しいパッケージリポ
ジトリを作成します。

■ パッケージを作成および公開します。

■ ブート環境を作成します。

1第 1 章
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IPSを使用するには、Oracle Solaris 11 OSを実行している必要があります。Oracle
Solaris 11 OSをインストールするには、『Oracle Solaris 11.1システムのインス
トール』を参照してください。

IPSの概念
このセクションでは、このガイドでこれから使用する用語および概念を定義しま
す。

IPSパッケージ
IPSパッケージはマニフェストというテキストファイルで定義します。パッケージマ
ニフェストには、キー/値のペアとおそらくデータペイロードの定義された形式で
パッケージアクションが記述されます。パッケージアクションには、ファイ
ル、ディレクトリ、リンク、ドライバ、依存関係、グループ、ユーザー、ライセン
ス情報が含まれます。パッケージアクションは、パッケージのインストール可能な
オブジェクトを表します。setアクションと呼ばれるアクションは、分類、サマ
リー、説明などのパッケージメタデータを定義します。

パッケージアクションおよびアクションキーを指定して、パッケージを検索できま
す。パッケージアクションの説明については、pkg(5)を参照してください。

グループパッケージと incorporationパッケージは、ファイルなどの内容は提供しま
せんが、関連パッケージのセットをインストールするのに役立ちます。

incorporationは、指定された一連のパッケージのバージョンを制限するパッケージで
す。たとえば、インストールされた incorporationのパッケージがバージョン 1.4.3で
ある場合、1.4.3未満または 1.4.4以上のバージョンはインストールできません。ただ
し、1.4.3.7など、単にドット形式の数列を拡張したバージョンはインストールできま
す。incorporationは、incorporation対象のパッケージを強制的に同期的にアップグ
レードします。incorporation対象のパッケージは削除できますが、パッケージをイン
ストールまたは更新する場合、バージョンが制限されます。関連情報については、66
ページの「incorporationによって指定されたバージョン制約の緩和」を参照してく

ださい。

entireという名前のパッケージは、ほかの incorporationパッケージのバージョンを
制約する特殊な incorporationパッケージです。

IPSの概念
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注意 – entireという名前のパッケージを削除しないでください。entireパッケージ
は、システムパッケージのバージョンを制約して、結果として得られるパッケージ
セットがサポート可能なイメージになるようにします。適切なシステム更新と正し
いパッケージ選択は、この incorporationによって変わります。entireパッケージを
削除すると、サポートされないシステムになります。

グループパッケージは、機能やツールを構成する一連のパッケージを指定しま
す。グループパッケージに指定したパッケージは、パッケージのバージョンを指定
しません。グループパッケージは、コンテンツ管理ツールであり、バージョン管理
ツールではありません。

グループパッケージのマニフェストでは group依存関係が指定されます。グループ
パッケージは、それらの group依存関係に指定されているパッケージを提供します
(それらのパッケージが回避リストに含まれている場合は除く)。回避リストについて
は、69ページの「グループパッケージに含まれる一部のパッケージのインストール
の回避」を参照してください。

group/feature/ampパッケージは、たとえば、Apache Webサーバー、MySQLデータ
ベース、および PHPを提供します。group/system/solaris-desktopパッケージ
は、デスクトップシステムに適した一連のパッケージを提供しま
す。group/system/solaris-large-serverパッケージは、メディアツールやウィンド
ウ表示テーマなどのデスクトップパッケージは提供しません。グループパッケージ
で提供されているすべてのパッケージを一覧表示する方法の例については、31
ページの「グループパッケージ内のすべてのインストール可能なパッケージの一覧
表示」を参照してください。

障害管理リソース識別子
それぞれのパッケージは障害管理リソース識別子 (FMRI)によって表されま
す。パッケージの完全な FMRIは、次の形式のスキーム、発行元、パッケージ名、お
よびバージョン文字列で構成されます。スキーム、発行元、およびバージョン文字
列はオプションです。 IPSコマンドを使用するときは、パッケージ名のう
ち、パッケージを一意に識別する最小部分を使用できます。

FMRIの形式:

scheme://publisher/package_name@version:dateTtimeZ

FMRIの例:

pkg://solaris/driver/network/ethernet/bge@0.5.11,5.11-0.175.1.0.0.21.0:20120723T161616Z

スキーム pkg

発行元 solaris

IPSの概念
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発行元を指定する場合、発行元名の前に pkg://または //を付ける
必要があります。

パッケージ名 driver/network/ethernet/bge

パッケージ名は、スラッシュ (/)文字で区切られた任意の数のコン
ポーネントから成る階層形式です。IPSコマンドでは、コマンドで
使用するパッケージ名によってそのパッケージが一意に識別される
場合、パッケージ名の前のコンポーネントは省略できます。完全な
パッケージ名を指定するが発行元は省略する場合、完全な
パッケージ名の前に、pkg://または //ではなく、pkg:/または /を
付けることができます。短縮したパッケージ名を指定する場合
は、パッケージ名の左側にほかの文字を使用しないでください。

バージョン パッケージのバージョンには 4つの部分があります。

コンポーネントバージョン: 0.5.11
オペレーティングシステムに緊密に結合されたコンポーネント
の場合、コンポーネントバージョンは通常、そのバージョンの
オペレーティングシステムでの uname -rの値を含みます。独自
の開発ライフサイクルを持つコンポーネントの場合、コン
ポーネントバージョンはドットで区切られたリリース番号
(2.4.10など)です。

ビルドバージョン: 5.11
ビルドバージョンはコンマ (,)の後に続ける必要があります。ビ
ルドバージョンは、パッケージの内容が構築されたオペ
レーティングシステムのバージョンを指定します。

ブランチバージョン: 0.175.1.0.0.21.0
ブランチバージョンはハイフン (-)の後に続ける必要がありま
す。ブランチバージョンはベンダー固有の情報を提供します。

Oracle Solarisパッケージでは、パッケージ FMRIのバージョン文
字列のブランチバージョン部分に次の情報が示されます。

メジャーリリース番号: 0.175
メジャーまたはマーケティング開発リリースのビルド番
号。この例で、0.175はOracle Solaris 11を示します。

更新リリース番号: 1
このOracle Solarisリリースの更新リリース番号。更新の値
は、Oracle Solarisリリースの最初の顧客出荷で 0、そのリ
リースの最初の更新で 1、そのリリースの 2番目の更新で
2、のようになります。この例で、1はOracle Solaris 11.1を示
します。

IPSの概念
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SRU番号: 0
この更新リリースのサポートリポジトリ更新 (SRU)番
号。SRUにはバグの修正だけが含まれ、新機能は含まれませ
ん。Oracleサポートリポジトリは、サポート契約を結んでい
るシステムでのみ利用可能です。

予約済み: 0
このフィールドは現在Oracle Solarisパッケージには使用され
ていません。

SRUビルド番号: 21
SRUのビルド番号、またはメジャーリリースの更新番号。

ナイトリービルド番号: 0
個々のナイトリービルドのビルド番号。

タイムスタンプ: 20110921T002716Z
タイムスタンプはコロン (:)の後に続ける必要があります。タイ
ムスタンプは、このパッケージが発行された時間を ISO-8601基
本形式YYYYMMDDTHHMMSSZで表しています。

発行元、リポジトリ、およびパッケージアーカイ
ブ
発行元は、1つ以上のパッケージを提供する人または組織を示します。発行元
は、パッケージリポジトリまたはパッケージアーカイブを使用してパッケージを配
布できます。発行元は、好きな検索順序で構成できます。パッケージインストール
コマンドを指定し、パッケージ仕様に発行元の名前が含まれない場合、その
パッケージに対して、検索順序の先頭の発行元が検索されます。指定された
パッケージ FMRIパターンに一致するものが見つからない場合は、検索順序の 2番目
の発行元が検索されるというように、パッケージが見つかるか、すべての発行元が
検索されるまで繰り返されます。

リポジトリは、パッケージが公開される場所であり、またそれらのパッケージが取
得される場所です。場所はURI (Universal Resource Identifier)によって指定されま
す。カタログは、リポジトリ内のすべてのパッケージのリストです。

パッケージアーカイブは、発行元の情報と、その発行元によって提供された 1つ以
上のパッケージを含むファイルです。

リポジトリの起点とミラー
起点は、パッケージのメタデータ (カタログ、マニフェスト、検索インデックスな
ど)とパッケージの内容 (ファイル)の両方を含むパッケージリポジトリです。イ

IPSの概念
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メージ内の特定の発行元に対して複数の起点が構成されている場合、IPSクライアン
トは、パッケージデータの取得元として最適な起点を選択しようとします。

ミラーは、パッケージの内容のみを含むパッケージリポジトリです。IPSクライアン
トがパッケージのコンテンツをミラーからダウンロードする場合でも、クライアン
トは発行元のカタログを取得するために起点にアクセスします。発行元に対してミ
ラーが構成されている場合、IPSクライアントは、パッケージの内容の取得にミ
ラーを優先します。イメージ内の特定の発行元に対して複数のミラーが構成されて
いる場合、IPSクライアントは、パッケージの内容の取得元として最適なミラーを選
択しようとします。すべてのミラーにアクセスできない、必要な内容がない、また
は遅くなる場合、IPSクライアントは起点から内容を取得します。

イメージとブート環境
イメージは、IPSパッケージをインストールでき、その他の IPS操作を実行できる場
所です。

ブート環境 (BE)は、イメージのブート可能なインスタンスです。システム上に複数
の BEを維持することができ、各 BEにそれぞれ異なるソフトウェアバージョンをイ
ンストールすることもできます。システムをブートするとき、システム上の任意の
BEにブートすることを選択できます。パッケージ操作の結果として、新しい BEが
自動的に作成されることがあります。明示的に新しい BEを作成することもできま
す。新しい BEが作成されるかどうかは、76ページの「ブート環境ポリシーイ
メージのプロパティー」で説明するように、イメージポリシーに依存します。

パッケージのファセットとバリアント
ソフトウェアには、オプションのコンポーネントや、相互に排他的なコンポーネン
トが含まれることがあります。オプションのコンポーネントの例には、ロケールや
ドキュメントがあります。相互に排他的なコンポーネントの例には、SPARCバイナ
リと x86バイナリや、デバッグバイナリと非デバッグバイナリなどがあります。IPS
では、オプションのコンポーネントをファセット、相互に排他的なコンポーネント
をバリアントと呼びます。

ファセットとバリアントはイメージに設定される特殊なプロパティーであ
り、パッケージ内のアクションに設定されるタグです。ほとんどのバリアントタグ
は、さまざまな値を持つことができます。アクションに設定されるファセットタグ
は、値 trueのみを持つことができます。アクションのファセットおよびバリアント
タグの値とイメージに設定されたファセットおよびバリアントの値の比較によ
り、そのパッケージアクションがインストール可能かどうかを判別します。たとえ
ば、イメージ内で特定のロケールファセットを falseに設定した場合、その
ファセットを指定しているファイルアクションはどれもインストールされず、その
ファセットを指定している現在インストール済みのファイルアクションはアンイン
ストールされます。

IPSの概念

Oracle Solaris 11.1ソフトウェアパッケージの追加および更新 • 2013年 2月16



次のアルゴリズムは、イメージに設定されたファセットとバリアントが、特定のア
クションがインストールされるかどうかに影響するしくみを示しています。

■ ファセットまたはバリアントタグのないアクションは常にインストールされま
す。

■ ファセットタグのあるアクションは、イメージ上のタグに一致するすべての
ファセットまたはファセットパターンが falseに設定されていないかぎり、イン
ストールされます。いずれかのファセットが trueに設定されているか、明示的に
設定されていない (trueはデフォルト)場合、アクションがインストールされま
す。

■ バリアントタグのあるアクションは、すべてのバリアントタグの値がイメージに
設定されている値と同じ場合にのみインストールされます。

■ ファセットタグとバリアントタグの両方があるアクションは、ファセットとバリ
アントの両方でアクションのインストールが許可されている場合にインストール
されます。

イメージに設定されているファセットとバリアントの値を表示または変更するに
は、60ページの「オプションのコンポーネントのインストールの制御」を参照して
ください。

インストール権限
第 3章「ソフトウェアパッケージに関する情報の取得」で説明しているコマンドに
は、特別な権限を使用する必要はありません。IPSパッケージのインストールと更
新、発行元の設定、イメージの変更などのタスクには、強力な権限が必要です。権
限を強めるには、次のいずれかの方法を使用します。

権利プロファイル profilesコマンドを使用して、自分に割り当てられている権
利プロファイルを一覧表示します。ソフトウェアインストール
に関連する権利プロファイルがある場合、pfexecコマンドを
使用して、パッケージのインストールと更新、およびブート環
境の管理を行うことができます。

$ pfexec pkg install editor/gnu-emacs

$ pfexec beadm activate solaris11_1-2

役割 rolesコマンドを使用して、自分に割り当てられている役割を
一覧表示します。root役割を持っている場合は、suコマンド
と rootパスワードを使用して、root役割になることができま
す。

sudoコマンド サイトのセキュリティーポリシーに応じて、自分のユーザーパ
スワードで sudoコマンドを使用し、特権コマンドを実行でき
る場合があります。

インストール権限
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IPSのグラフィカルユーザーインタ
フェース

IPSには、2つのグラフィカルユーザーインタフェース (GUI)ツールが含まれます。

■ パッケージマネージャーでは、パッケージおよび発行元に対するほとんどの操作
と、ブート環境 (BE)に対する一部の操作を実行できます。Oracle Solaris OSおよび
IPSのテクノロジーに不慣れな場合、パッケージマネージャーを使用する
と、パッケージをすばやく識別してインストールできます。

■ Update Managerは利用可能な更新があるイメージ内のすべてのパッケージを更新
します。

パッケージマネージャーの使用
パッケージマネージャーを使用して、コマンド行から実行できるタスクの一部を実
行できます。

■ パッケージの一覧表示、検索、インストール、更新、削除
■ パッケージソースの追加と構成
■ BEのアクティブ化、名前変更、削除

次のいずれかの方法でパッケージマネージャーを起動します。

ツールバー ツールバーにあるパッケージマネージャーのアイコンをク
リックします。パッケージマネージャーのアイコンは、円
を描く矢印が箱に描かれた形をしています。

デスクトップアイコン デスクトップにあるパッケージマネージャーのアイコンを
ダブルクリックします。

メニューバー 「システム」>「管理」>「パッケージマネージャー」の
順に選択します。

コマンド行 $ pfexec packagemanager &

2第 2 章
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パッケージマネージャーのドキュメント全体を参照するには、パッケージマ
ネージャーのメニューバーから「ヘルプ」>「使い方」を選択します。

パッケージマネージャーのコマンド行オプション
packagemanager(1)コマンドでは、次のオプションがサポートされています。

表 2–1 パッケージマネージャーのコマンドオプション

オプション 説明

--image-dirまたは -R dir dirをルートとするイメージを操作します。デフォルトの動作
では、現在のイメージを操作します。

次のコマンドは、/aux0/example_rootに格納されたイメージを
操作します。

# packagemanager -R /aux0/example_root

--update-allまたは -U 利用可能な更新があるすべてのインストール済みパッケージ
を更新します。このオプションを指定すること
は、パッケージマネージャーのGUIで「更新」オプションを
選択することと同じです。すべてのパッケージの更新につい
ては、22ページの「Update Managerの使用」を参照してくだ
さい。

--info-installまたは -i file.p5i Web Installモードでパッケージマネージャーを実行するための
.p5iファイルを指定します。指定するファイルの拡張子が
.p5iである必要があります。詳細は、20ページの「Web Install
の使用」を参照してください。

--helpまたは -h コマンドの使用方法に関する情報を表示します。

Web Installの使用
Web Install処理の詳細は、パッケージマネージャーのヘルプを参照してください。

パッケージマネージャーでは、クリック 1つで簡単に実行できるWeb Install処理を使
用してパッケージをインストールできます。Web Install処理では .p5iファイルを使
用します。.p5iファイルには、発行元と、それらの発行元からインストール可能な
パッケージを追加するための情報が格納されます。.p5iファイルの情報は、Web
Install処理によって読み取られ、使用されます。

Web Installを使用したファイルのエクスポート
システムにインストールしたパッケージをほかのユーザーがインストールできるよ
うにするために、Web Install処理を使用して、それらのパッケージファイルのインス

パッケージマネージャーの使用
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トール命令をエクスポートすることができます。Web Install処理が作成する .p5i

ファイルは、インストールするパッケージと発行元のインストール命令で構成され
ます。

選択したパッケージとその発行元のインストール命令を .p5iファイルにエクス
ポートするには、次の手順を実行します。

1. パッケージマネージャーの「発行元」ドロップダウンメニューから、.p5iファイ
ルに含めるパッケージの発行元を選択します。

2. パッケージマネージャーのパッケージリストペインで、インストール命令を配布
するパッケージを選択します。

3. 「ファイル」>「選択項目をエクスポート」を選択して、「エクスポート選択項
目の確認」ウィンドウを表示します。

4. 「OK」ボタンをクリックして選択項目を確認します。「選択項目をエクス
ポート」ウィンドウが表示されます。

5. .p5iファイルのデフォルトの名前が表示されます。この名前は変更できます
が、拡張子 .p5iは変更しないでください。

6. .p5iファイルのデフォルトの場所が表示されます。この場所は変更できます。

7. 「保存」ボタンをクリックして、ファイルの名前と場所を保存します。

Web Installを使用した発行元の追加とパッケージのインストール
Web Install処理を使用すると、.p5iファイルからパッケージをインストールするこ
とができます。デスクトップ上のファイルまたはWebサイト上のファイルを使用で
きます。

1. 次のいずれかの方法を使用して、Web Installモードでパッケージマネージャーを
起動します。
■ デスクトップ上の .p5iファイルを選択します。
■ コマンド行からパッケージマネージャーを起動し、.p5iファイルを指定しま
す。

# packagemanager ./wifile.p5i

■ .p5iファイルへのリンクを含むURLの場所にアクセスします。
.p5iファイルが置かれているWebサーバーでこのMIMEタイプが登録済みの
場合、.p5iファイルへのリンクをクリックするだけです。

.p5iファイルが置かれているWebサーバーでこのMIMEタイプが未登録の場
合、.p5iファイルをデスクトップに保存してそのファイルを選択します。

2. 「インストール/更新」ウィンドウが表示されます。ウィンドウ上部のラベル
は「パッケージマネージャーWebインストーラ/次のものがシステムに追加され
ます:」です。インストールされる発行元とパッケージの一覧が表示されます。イ
ンストールを続けるには「続行」ボタンをクリックします。

パッケージマネージャーの使用
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3. 指定されたパッケージ発行元がシステムでまだ構成されていない場合、「発行元
を追加」ウィンドウが表示されます。発行元の名前とURIはすでに入力されてい
ます。

追加する発行元がセキュアな発行元である場合、SSLキーと証明書が必要で
す。システム上の「SSLキー」と「SSL証明書」を参照して指定します。
発行元が正常に追加されると、「発行元を追加しました」ダイアログが表示され
ます。インストールを続けるには「OK」ボタンをクリックします。

4. 無効な発行元からのパッケージが .p5iファイルに含まれている場合、「発行元の
有効化」ダイアログが開きます。このダイアログを使用して発行元を有効に
し、パッケージをインストールできるようにします。

ここで「インストール/更新」ウィンドウに表示される内容は、パッケージマ
ネージャーの「インストール/更新」オプションを選択したときと同じです。

すべてのパッケージがインストールされると、アプリケーションは閉じます。

Update Managerの使用
Update Managerは、すべてのインストール済みパッケージを、システムの制約で許
可された最新バージョンに更新します。この制約は、インストール済みパッケージ
の依存関係および発行元の構成によってシステムに課せられるものです。この機能
は、次の方法で実行される機能と同じ働きをします。

■ パッケージマネージャーのGUIで、「更新」ボタンまたは「パッケージ」>「更
新」メニューオプションを選択します。

■ packagemanagerコマンドを使用します。

$ pfexec packagemanager --update-all

■ pkgコマンドを使用します。

$ pfexec pkg update

次のいずれかの方法でUpdate Managerを起動します。

ステータスバー 更新が利用可能な場合、ステータスバーに通知が表示されま
す。通知で指示されている場所をクリックします。Update
Managerアイコンは 3つの箱を積み重ねた形をしています。

メニューバー 「システム」>「管理」>「Update Manager」の順に選択します。

コマンド行 # pm-updatemanager

自動 Update Managerパッケージ package/pkg/update-managerは cron

ジョブ /usr/lib/update-manager/update-refresh.shを生成しま
す。SMFサービス svc:/application/pkg/updateがオンラインの
とき、この cronジョブは、構成された発行元から利用可能な更

Update Managerの使用
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新パッケージを定期的に確認します (次に示すプロセスの最初の
2手順)。更新パッケージが利用可能な場合、デスクトップの
ツールバーに通知が表示されます。Update ManagerのGUIを開く
には、通知アイコンを選択します。

「更新」ウィンドウが表示され、更新処理が始まります。

1. システムはすべてのカタログをリフレッシュします。
2. システムはすべてのインストール済みパッケージを評価し、パッケージの更新が
利用可能かどうかを調べます。
■ 更新が利用可能なパッケージがない場合、「有効な更新はありません」という
メッセージが表示され、処理は停止します。

■ パッケージの更新が利用可能な場合、更新されるパッケージの一覧が確認のた
めに表示されます。これは、「キャンセル」ボタンをクリックして更新を中止
する最後の機会です。

3. 更新を続けるには「続行」ボタンをクリックします。システムはすべての
パッケージの更新をダウンロードし、インストールします。

次のパッケージの更新が利用可能な場合、これらのパッケージが最初に更新され
ます。その後、ほかのパッケージが更新されます。

package/pkg

package/pkg/package-manager

package/pkg/update-manager

デフォルトでは、各パッケージは、最初にインストールされたときの取得元であ
る発行元から更新されます。元の発行元が非固定の場合、パッケージの新しい
バージョンがこのイメージと互換性があるものであれば、別の発行元からの
パッケージをインストールすることができます。パッケージを固定または非固定
として設定するには、パッケージマネージャーの「発行元の管理」ウィンドウま
たは pkg set-publisherコマンドを使用します。

更新されるパッケージとイメージポリシーに応じて、新しい BEが作成されるこ
とがあります。

更新処理中にエラーが発生した場合、「詳細」パネルが展開され、エラーの詳細
が表示されます。問題が発生した段階の隣に、エラーステータスのインジケータ
が表示されます。

4. 更新に伴ってシステムが新しい BEを作成した場合、デフォルトの BEの名前を編
集できます。BEの名前を編集したら、「今すぐ再起動」ボタンをクリックしてシ
ステムをすぐに再起動します。システムをあとから再起動するには「あとで再起
動」ボタンをクリックします。再ブートして新しい BEにブートする必要があり
ます。新しい BEはブート時のデフォルトの選択肢になります。現在の BEは、代
替のブート選択肢になります。

Update Managerの使用
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Update Managerのコマンド行オプション
pm-updatemanager(1)コマンドでは、次のオプションがサポートされています。

表 2–2 Update Managerのコマンドオプション

オプション 説明

--image-dirまたは -R dir dirをルートとするイメージを操作します。デフォルトの動作
では、現在のイメージを操作します。

次のコマンドは、/aux0/example_rootにあるイメージを更新し
ます。

# pm-updatemanager -R /aux0/example_root

--helpまたは -h コマンドの使用方法に関する情報を表示します。

Update Managerの使用
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ソフトウェアパッケージに関する情報の
取得

この章では、パッケージに関する次の種類の情報を得るためのコマンドについて説
明します。

■ パッケージがインストールされているか、または更新できるかどうか
■ パッケージの説明、サイズ、およびバージョン
■ グループパッケージに含まれるパッケージ
■ 特定のカテゴリに含まれるパッケージ
■ 指定したファイルを提供するパッケージ

以下のコマンドを実行するために特別な権限は必要ありません。

パッケージのインストール状態情報の表示
pkg listコマンドは、現在のイメージにパッケージがインストールされているかど
うか、および更新が使用可能かどうかを示します。オプションやオペランドを指定
せずにこのコマンドを使用すると、現在のイメージにインストールされているすべ
てのパッケージが一覧表示されます。結果を絞り込むには、パッケージ名を 1つ以
上指定します。パッケージ名にはワイルドカードを使用できます。引数が直接 pkg

に渡され、シェルで展開されないようにするために、ワイルドカードは引用符で囲
みます。このイメージに一致しないアーキテクチャーやゾーンタイプのパッケージ
バリアントは表示されません。

/usr/bin/pkg list [-Hafnsuv] [-g path_or_uri ...] [--no-refresh]

[pkg_fmri_pattern ...]

pkg listコマンドは、パッケージごとに 1行の情報を表示します。

$ pkg list ’*toolkit’

NAME (PUBLISHER) VERSION IFO

isvtoolkit (isvpub) 1.0 i--

system/dtrace/dtrace-toolkit 0.99-0.175.1.0.0.21.0 i--

3第 3 章
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丸括弧で囲まれた発行元名は、isvpubの発行元が、このイメージの発行元の検索順
序で先頭の発行元ではないことを示します。このイメージにインストールされた
dtrace-toolkitパッケージは、検索順序の先頭の発行元によって発行されていま
す。

I列内の「i」は、これらのパッケージがこのイメージにインストールされていること
を示します。このイメージにインストールされているパッケージと、インストール
されていないが、インストール可能なパッケージの最新バージョンを一覧表示する
には、-aオプションを使用します。

$ pkg list -a ’*toolkit’

NAME (PUBLISHER) VERSION IFO

image/nvidia/cg-toolkit 3.0.15-0.175.1.0.0.14.0 ---

isvtoolkit (isvpub) 1.0 i--

system/dtrace/dtrace-toolkit 0.99-0.175.1.0.0.21.0 i--

この出力は image/nvidia/cg-toolkitパッケージをこのイメージにインストールでき
ることを示しています。

このイメージにインストールできないパッケージも含めて、一致するすべての
パッケージを一覧表示するには、-afオプションを使用します。これらのパッケージ
のうち最新のバージョンのみを一覧表示するには、@latestを指定します。

$ pkg list -af ’*toolkit@latest’

NAME (PUBLISHER) VERSION IFO

developer/dtrace/toolkit 0.99-0.173.0.0.0.1.0 --r

image/nvidia/cg-toolkit 3.0.15-0.175.1.0.0.14.0 ---

isvtoolkit (isvpub) 1.0 i--

system/dtrace/dtrace-toolkit 0.99-0.175.1.0.0.21.0 i--

この出力は developer/dtrace/toolkitパッケージをこのイメージにインストールで
きないことを示しています。O列内の「r」は、このパッケージの名前が変更されて
いることを示します。developer/dtrace/toolkitパッケージの名前が
system/dtrace/dtrace-toolkitに変更され、system/dtrace/dtrace-toolkitがすでに
インストールされています。

次の例では、web/ampパッケージの名前が group/feature/ampに変更されていま
す。web/ampパッケージをインストールするコマンドを指定した場合
は、group/feature/ampパッケージが自動的にインストールされます。

$ pkg list -a amp

NAME (PUBLISHER) VERSION IFO

group/feature/amp 0.5.11-0.175.0.0.0.21.0 ---

web/amp 0.5.11-0.174.0.0.0.0.0 --r

pkg listコマンドは、名前が変更されたパッケージの新しい名前を報告しませ
ん。前の例では、pkg listコマンドへの入力として指定されたパターンが新旧両方
の名前にたまたま一致したため、推論を導き出すことができました。一般に、名前
が変更されたパッケージの新しい名前を表示するには、28ページの「パッケージの
説明またはライセンスの表示」に示すように pkg infoを使用します。

パッケージのインストール状態情報の表示
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-nオプションは、既知の各パッケージの最新バージョンを一覧表示します。O列
の「o」は、パッケージが廃止されていることを示します。廃止されている
パッケージはインストールできません。

$ pkg list -n ’*mysql-5?’

NAME (PUBLISHER) VERSION IFO

database/mysql-50 5.0.91-0.171 --o

database/mysql-51 5.1.37-0.175.1.0.0.21.0 ---

この出力は database/mysql-50パッケージをこのイメージにインストールできないこ
とを示しています。このパッケージの名前は変更されていません。mysql-50

パッケージをインストールするコマンドを指定した場合、mysql-51パッケージはイ
ンストールされません。この場合、どのパッケージもインストールされません。

F列の「f」は、そのパッケージが凍結されていることを示します。パッケージが凍
結されている場合は、凍結されたバージョンと一致するパッケージのみをインス
トールまたは更新できます。パッケージの凍結については、64ページの「指定した
バージョンへのパッケージのロック」を参照してください。

$ pkg list mercurial

NAME (PUBLISHER) VERSION IFO

developer/versioning/mercurial 2.2.1-0.175.1.0.0.21.0 if-

-sオプションは、パッケージ名とサマリーのみを一覧表示します。

$ pkg list -ns mysql-51 feature/amp

NAME (PUBLISHER) SUMMARY

database/mysql-51 MySQL 5.1 Database Management System

group/feature/amp AMP (Apache, MySQL, PHP) Deployment Kit for Oracle Solaris

-vオプションは完全なパッケージ FMRIを一覧表示します。

$ pkg list -nv mysql-51

FMRI IFO

pkg://solaris/database/mysql-51@5.1.37,5.11-0.175.1.0.0.21.0:20120723T165236Z ---

-uオプションは、新しいバージョンが使用可能な、インストールされているすべて
のパッケージを一覧表示します。

$ pkg list -u ’compress/*’

NAME (PUBLISHER) VERSION IFO

compress/bzip2 1.0.6-0.175.1.0.0.19.0 i--

compress/gzip 1.4-0.175.1.0.0.19.0 i--

compress/p7zip 9.20.1-0.175.1.0.0.19.0 i--

compress/unzip 6.0-0.175.1.0.0.19.0 i--

compress/zip 3.0-0.175.1.0.0.19.0 i--

パッケージのインストール状態情報の表示
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注 –より新しいバージョンがパッケージリポジトリにあるパッケージの数は、このイ
メージ内で更新可能なパッケージの数より大きい場合があります。パッケージ
は、イメージの制約で許可されたバージョンにのみ更新できます。この制約は、イ
ンストール済みパッケージの依存関係および発行元の構成によってイメージに課せ
られるものです。このイメージで更新可能なパッケージを調べるには、pkg update

-nvを使用します。

-gオプションは、操作のパッケージデータのソースとして使用するリポジトリまた
はパッケージアーカイブを指定する場合に使用します。

--no-refreshオプションを使用した場合、pkgは、イメージの発行元のリポジトリに
接続を試みて、使用可能なパッケージの最新の一覧を取得しません。

パッケージの説明またはライセンスの表示
pkg infoコマンドは、パッケージに関する情報を表示します。これには、名前、イ
ンストール状態、バージョン、パッケージ化の日付、パッケージのサイズ、および
完全な FMRIが含まれます。オプションやオペランドを指定せずにこのコマンドを使
用すると、現在のイメージにインストールされているすべてのパッケージに関する
情報が表示されます。結果を絞り込むには、パッケージ名を 1つ以上指定しま
す。パッケージ名にはワイルドカードを使用できます。引数が直接 pkgに渡さ
れ、シェルで展開されないようにするために、ワイルドカードは引用符で囲みま
す。

/usr/bin/pkg info [-lr] [-g path_or_uri ...] [--license] [ pkg_fmri_pattern ...]

infoサブコマンドと listサブコマンドはどちらも、パッケージ名、発行元、および
バージョン情報を表示します。pkg listコマンドは、パッケージの更新が存在する
かどうか、このイメージに更新をインストールできるかどうか、およびパッケージ
が廃止されたり、名前が変更されたりしていないかどうかを表示します。pkg info

コマンドは、パッケージのサマリー、説明、カテゴリ、サイズを表示し、個別にラ
イセンス情報を表示できます。

-rオプションは、使用可能な最新のバージョンを表示し、構成された発行元のリポ
ジトリから、現在インストールされていないパッケージについての情報を取得しま
す。

$ pkg info -r group/feature/amp

Name: group/feature/amp

Summary: AMP (Apache, MySQL, PHP) Deployment Kit for Oracle Solaris

Description: Provides a set of components for deployment of an AMP (Apache,

MySQL, PHP) stack on Oracle Solaris

Category: Meta Packages/Group Packages (org.opensolaris.category.2008)

Web Services/Application and Web Servers (org.opensolaris.category.2008)

パッケージの説明またはライセンスの表示
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State: Not installed

Publisher: solaris

Version: 0.5.11

Build Release: 5.11

Branch: 0.175.1.0.0.21.0

Packaging Date: July 23, 2012 06:20:57 PM

Size: 5.46 kB

FMRI: pkg://solaris/group/feature/amp@0.5.11,5.11-0.175.1.0.0.21.020120723T182057Z

pkg infoコマンドを使用して、名前が変更されたパッケージの新しい名前を見つけ
ます。次の例は、developer/dtrace/toolkitパッケージの新しい名前が
system/dtrace/dtrace-toolkitであることを示しています。

$ pkg info -r developer/dtrace/toolkit

Name: developer/dtrace/toolkit

Summary:

State: Not installed (Renamed)

Renamed to: pkg:/system/dtrace/dtrace-toolkit@0.99,5.11-0.173.0.0.0.0.0

consolidation/osnet/osnet-incorporation

Publisher: solaris

Version: 0.99

Build Release: 5.11

Branch: 0.173.0.0.0.1.0

Packaging Date: August 26, 2011 02:55:51 PM

Size: 5.45 kB

FMRI: pkg://solaris/developer/dtrace/toolkit@0.99,5.11-0.173.0.0.0.1.0:20110826T145551Z

--licenseオプションはパッケージのライセンステキストを表示します。この情報は
きわめて長くなることがあります。上に示す情報 (--licenseオプションを使用しな
い)は表示されません。

$ pkg info --license x11/server/xorg

Copyright (c) 2012, Oracle and/or its affiliates. All rights reserved.

...

-gオプションは、操作のパッケージデータのソースとして使用するリポジトリまた
はパッケージアーカイブを指定する場合に使用します。

パッケージマニフェストからの情報の表示
pkg contentsコマンドは、パッケージのファイルシステムの内容を表示します。オ
プションやオペランドを指定せずにこのコマンドを使用すると、現在のイメージに
インストールされているすべてのパッケージのパス情報が表示されます。表示する
パッケージの内容を指定するには、コマンドオプションを使用します。結果を絞り
込むには、パッケージ名を 1つ以上指定します。パッケージ名にはワイルドカード
を使用できます。引数が直接 pkgに渡され、シェルで展開されないようにするため
に、ワイルドカードは引用符で囲みます。

/usr/bin/pkg contents [-Hmr] [-a attribute=pattern ...] [-g path_or_uri ...]

[-o attribute ...] [-s sort_key] [-t action_name ...] [pkg_fmri_pattern ...]

パッケージマニフェストからの情報の表示
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contentsサブコマンドと searchサブコマンドはどちらも、パッケージの内容をクエ
リーします。pkg contentsコマンドは、パッケージのアクションと属性を表示しま
す。pkg searchコマンドは、クエリーに一致するパッケージを一覧表示します。

次の例は、pkg contentsのデフォルトの動作を示しています。表示するアクション
と属性を指定するには、オプションを使用します。

$ pkg contents zip

PATH

usr

usr/bin

usr/bin/zip

usr/bin/zipcloak

usr/bin/zipnote

usr/bin/zipsplit

usr/share

usr/share/man

usr/share/man/man1

usr/share/man/man1/zip.1

usr/share/man/man1/zipcloak.1

usr/share/man/man1/zipnote.1

usr/share/man/man1/zipsplit.1

-mオプションは、パッケージマニフェスト全体を表示します。

-rオプションは、使用可能な最新のバージョンを表示し、構成された発行元のリポ
ジトリから、現在インストールされていないパッケージについての情報を取得しま
す。

-gオプションは、操作のパッケージデータのソースとして使用するリポジトリまた
はパッケージアーカイブを指定する場合に使用します。

パッケージによってインストールされるファイル
の一覧表示
表示するアクションのタイプを指定する場合は、-tオプションを使用します。コン
マ区切りリストで複数のタイプを指定するか、-tオプションを複数回指定すること
ができます。

出力に表示する属性を指定する場合は、-oオプションを使用します。コンマ区切り
リストで複数の属性を指定するか、-oオプションを複数回指定することができま
す。パッケージのアクションと属性のリストについては、pkg(5)のマニュアルページ
を参照してください。この例では、pkg.size疑似属性は、ファイルのサイズを示し
ています。fileアクションには size属性がありません。疑似属性の一覧について
は、pkg(1)のマニュアルページを参照してください。

指定したアクション属性によってアクションをソートする場合は、-sオプションを
使用します。デフォルトで、出力は、パスまたは -oオプションで指定された最初の
属性によってソートされます。-sオプションは複数回指定できます。

パッケージマニフェストからの情報の表示
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$ pkg contents -t file -o owner,group,mode,pkg.size,path -s path zip

OWNER GROUP MODE PKG.SIZE PATH

root bin 0555 228600 usr/bin/zip

root bin 0555 107944 usr/bin/zipcloak

root bin 0555 101856 usr/bin/zipnote

root bin 0555 106252 usr/bin/zipsplit

root bin 0444 86036 usr/share/man/man1/zip.1

root bin 0444 2548 usr/share/man/man1/zipcloak.1

root bin 0444 2239 usr/share/man/man1/zipnote.1

root bin 0444 1680 usr/share/man/man1/zipsplit.1

パッケージマニフェストを表示した場合、zipパッケージに 12個のファイルアク
ションがあることがわかります。上の出力に表示されていない 4つのファイル
は、このイメージにインストールできません。このイメージは x86アーキテク
チャーです。SPARCアーキテクチャー用のファイルは表示されません。バリアント
とファセットについては、60ページの「オプションのコンポーネントのインス
トールの制御」を参照してください。

グループパッケージ内のすべてのインストール可
能なパッケージの一覧表示
Oracle Solaris 11 GUIインストーラは solaris-desktopグループパッケージをインス
トールします。テキストインストーラおよび自動インストーラインストールのデ
フォルトのAIマニフェストは、solaris-large-serverグループパッケージをインス
トールします。非大域ゾーン用のデフォルトのインストールマニフェスト
は、solaris-small-serverグループパッケージをインストールしま
す。solaris-small-serverグループパッケージは、サーバーに小さいパッケージの
セットをインストールするために使用できる代替パッケージでもあります。次のコ
マンドを使用して、各グループに含まれる一連のパッケージを表示できます。

$ pkg contents -Hro fmri -t depend -a type=group solaris-large-server

archiver/gnu-tar

compress/bzip2

...

text/texinfo

web/wget

-tオプションは、パッケージの dependアクションに一致します。-aオプションはタ
イプ groupの dependアクションに一致します。-oオプションは、グループ dependア
クションの fmri属性のみを表示します。グループパッケージではファイルなどの内
容は指定されないことを思い出してください。グループパッケージは、グループに
含まれるほかのパッケージを指定します。グループパッケージの詳細については、
12ページの「IPSパッケージ」を参照してください。

各パッケージのサマリーも表示するには、pkg list -s コマンドを使用します。

$ pkg list -Has ‘pkg contents -Hro fmri -t depend -a type=group solaris-large-server‘

archiver/gnu-tar GNU version of the tar archiving utility

compress/bzip2 high-quality block-sorting file compressor - utilities

パッケージマニフェストからの情報の表示
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compress/gzip GNU Zip (gzip)

...

text/texinfo Documentation system for on-line information and printed output

web/wget wget - GTNU wget

ライセンス要件の表示
この例は、パッケージライセンスに同意する必要があるすべての incorporation
パッケージを表示します。

$ pkg contents -rt license -a must-accept=true \

-o must-display,license,pkg.name ’*incorporation’

MUST-DISPLAY LICENSE PKG.NAME

true usr/src/pkg.license_files/lic_OTN consolidation/osnet/osnet-incorporation

パッケージの検索
指定したパターンにデータが一致するパッケージを検索するには、pkg searchコマ
ンドを使用します。

/usr/bin/pkg search [-HIaflpr] [-o attribute ...] [-s repo_uri] query

pkg searchコマンドは、pkg contentsコマンドと同じようにパッケージの内容を調べ
ます。pkg contentsコマンドは内容を返しますが、pkg searchコマンドはクエリーに
一致するパッケージの名前を返します。

デフォルトでは、queryは、大文字と小文字を除いて完全一致する一連の用語として
解釈されます。大文字と小文字を区別する検索を指定する場合は、-Iオプションを
使用します。クエリー用語には、?と *のワイルドカードを使用できます。フレーズ
を検索するには、単一引用符または二重引用符を使用します。ワイルドカードや引
用符を使用するときは、使用しているシェルを必ず考慮してください。

複数のクエリー用語を指定できます。デフォルトで、複数の用語はANDで結合され
ます。ORで 2つの用語を明示的に結合できます。

クエリーは次の構造化された形式で表現できます。

pkg_name:action_name:index:token

欠けているフィールドは、暗黙的にワイルドカード化されます。pkg_nameおよび
tokenフィールドには、明示的なワイルドカードを含めることができま
す。action_nameおよび indexの値は、正確に一致する必要があります。action_name
の値は、アクションの名前です。indexの値は、アクションの属性の名前で
す。パッケージのアクションと属性の一覧については、pkg(5)のマニュアルページ
の「アクション」を参照してください。すべての属性が検索可能なわけではありま
せん。たとえば、modeは fileアクションの属性ですが、modeは indexの有効な値で

パッケージの検索
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はありません。indexの一部の値は、ほかの属性から派生した値です。たとえ
ば、indexに basenameを指定できますが、これは fileまたは dirアクションの path

属性の最後のコンポーネントです。indexの役立つ値の例には、fileおよび dirアク
ションの basenameや path、dependアクションの依存関係タイプ (requireや groupな
ど)、ドライバアクションの driver_nameや aliasなどがあります。

一般に、tokenの値は、indexで指定された属性の値と比較されます。たとえば、次の
部分的な driverアクションでは、aliasは indexに指定できる属性名であり、tokenに
は pci108eを指定できます。

driver alias=pci108e,1647 alias=pci108e,16a7

setアクションの構文は少し違います。setアクションの 2つの属性は、nameと value

です。この場合、indexの値は name属性の値であり、tokenの値は一致する value属性
の値と比較されます。たとえば、次に示す部分的な setアクションの場合、indexに
は pkg.summaryを指定し、tokenには Broadcomを指定できます。

set name=pkg.summary value="Broadcom 57xx 1GbE NIC Driver"

setアクションの name属性の明確に定義された値に
は、pkg.fmri、info.classification、pkg.description、および pkg.summaryを含む
ものがあります。pkg(5)のマニュアルページの「設定アクション」を参照してくださ
い。

デフォルトでは、このイメージに対して構成されているすべての発行元に関連付け
られたリポジトリが検索されます。このイメージにインストールされている
パッケージのみを検索するには、-lオプションを使用します。検索するリポジトリ
のURIを指定する場合は、-sオプションを使用します。

デフォルトでは、現在インストールされているパッケージバージョン以上の一致の
みが表示されます。一致したすべてのバージョンを表示するには、-fオプションを
使用します。

デフォルトでは、一致するすべてのアクションについて結果が表示されるため、1つ
のパッケージに複数行の結果が生成されることがあります。一致する各パッケージ
を 1回だけ表示するには、-pオプションを使用します。

特定のファイルを提供するパッケージの識別
次の例は、libpowerライブラリが system/kernel/powerパッケージから取得されたこ
とを示しています。

$ pkg search -Hlo pkg.name /lib/libpower.so.1

system/kernel/power

$ pkg search -lo path,pkg.name libpower.so.1

PATH PKG.NAME
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lib/libpower.so.1 system/kernel/power

$ pkg search -Hlo path,pkg.name basename:libpower.so.1

lib/libpower.so.1 system/kernel/power

$ pkg search -Hlo path,pkg.name ’path:*libpower.so.1’

lib/libpower.so.1 system/kernel/power

どのパッケージがどの SMFサービスを提供するか
を表示する
特定の SMFサービスがどのパッケージで提供されているかを表示するには、サービ
スの名前を org.opensolaris.smf.fmri属性の値として検索します。

$ pkg search -o value,pkg.name ’org.opensolaris.smf.fmri:*network/http*’

VALUE PKG.NAME

[’svc:/network/http’, ’svc:/network/http:apache22’] web/server/apache-22

[’svc:/network/http’, ’svc:/network/http:tomcat6’] web/java-servlet/tomcat

[’svc:/network/http’, ’svc:/network/http:squid’] web/proxy/squid

[’svc:/network/http’, ’svc:/network/http:lighttpd14’] web/server/lighttpd-14

この場合、各属性は、インスタンス名が指定されたサービス名とインスタンス名が
指定されていないサービス名の、2つの値を持ちます。次の例は、この属性が
パッケージマニフェストでどのように指定されるかを示しています。

set name=org.opensolaris.smf.fmri value=svc:/network/http value=svc:/network/http:apache22

カテゴリ別のパッケージの一覧表示
次の例は、info.classification属性の値に「ソースコード管理」があるすべての
パッケージを識別しています。

$ pkg search ’info.classification:source code management’

INDEX ACTION VALUE PACKAGE

info.classification set Development/Source Code Management pkg:/developer/versioning/sccs@0.5.11-0.175

info.classification set Development/Source Code Management pkg:/developer/xopen/xcu4@0.5.11-0.175.1.0.

info.classification set Development/Source Code Management pkg:/developer/versioning/git@1.7.9.2-0.175

info.classification set Development/Source Code Management pkg:/developer/versioning/mercurial-27@2.2.

info.classification set Development/Source Code Management pkg:/library/python-2/subversion@1.7.5-0.17

info.classification set Development/Source Code Management pkg:/developer/versioning/mercurial-26@2.2.

info.classification set Development/Source Code Management pkg:/library/java/subversion@1.7.5-0.175.1.

info.classification set Development/Source Code Management pkg:/developer/quilt@0.60-0.175.1.0.0.21.0

info.classification set Development/Source Code Management pkg:/developer/versioning/cvs@1.12.13-0.175

info.classification set Development/Source Code Management pkg:/developer/versioning/subversion@1.7.5-

info.classification set Development/Source Code Management pkg:/developer/versioning/mercurial@2.2.1-0

info.classification set Development/Source Code Management pkg:/library/perl-5/subversion@1.7.5-0.175.

この例は、大量の繰り返された情報が表示されているため、実際に必要とする情報
がわかりにくくなっています。

次の例は、-oオプションを使用して、パッケージの名前のみを表示し、-Hオプ
ションを使用して、列見出しを省略しています。
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$ pkg search -Ho pkg.name ’info.classification:source code management’

developer/versioning/sccs

developer/xopen/xcu4

developer/versioning/git

developer/versioning/mercurial-27

library/python-2/subversion

developer/versioning/mercurial-26

library/java/subversion

developer/quilt

developer/versioning/cvs

developer/versioning/subversion

developer/versioning/mercurial

library/perl-5/subversion

依存パッケージの表示
次の例は、指定したパッケージの依存関係であるパッケージを示しています。

次の例は、system/kernel/powerパッケージに require依存関係のあるパッケージを
示しています。pkg contentsコマンドを使用して、i86pcパッケージと system/hal

パッケージのタイプ requireの dependアクションを表示した場合、両方の
パッケージに system/kernel/powerが表示されます。

$ pkg search -Hlo pkg.name require:system/kernel/power

system/kernel/dynamic-reconfiguration/i86pc

system/hal

次の例は、多くのパッケージで pkg:/x11/server/xorg@1.12.99への exclude依存関係
があることを示しています。

$ pkg search -lo pkg.name,fmri ’depend:exclude:*xorg*’

PKG.NAME FMRI

x11/server/xvnc pkg:/x11/server/xorg@1.12.99

x11/server/xorg pkg:/x11/server/xorg@1.12.99

x11/server/xorg/driver/xorg-video-mga pkg:/x11/server/xorg@1.12.99

x11/server/xorg/driver/xorg-video-vesa pkg:/x11/server/xorg@1.12.99

x11/server/xorg/driver/xorg-input-vmmouse pkg:/x11/server/xorg@1.12.99

...

グループパッケージ内のすべてのパッケージの一
覧表示
Oracle Solaris 11 GUIインストーラは solaris-desktopグループパッケージをインス
トールします。テキストインストーラおよび自動インストーラインストールのデ
フォルトのAIマニフェストは、solaris-large-serverグループパッケージをインス
トールします。非大域ゾーン用のデフォルトのインストールマニフェスト
は、solaris-small-serverグループパッケージをインストールしま
す。solaris-small-serverグループパッケージは、サーバーに小さいパッケージの
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セットをインストールするために使用できる代替パッケージでもあります。次の検
索書式を使用して、各グループに含まれている一連のパッケージを表示できます。

$ pkg search -Hfo fmri ’*/solaris-large-server:depend:group:*’

archiver/gnu-tar

compress/bzip2

...

text/texinfo

web/wget

この例で、-o pkg.nameは、クエリーの pkg_nameフィールドに指定された
パッケージの名前のみを返します。

group/system/solaris-desktop

-o fmriオプションは、groupタイプの依存関係として、solaris-large-server

パッケージで指定されたパッケージの FMRIを返します。

デフォルトで、検索では、このイメージにインストール可能なパッケージのみが返
されます。この例では、検索は一致するパッケージを返さず、指定したパッケージ
のアクションの属性の値を返しています。この例では、その属性値はパッケージ名
になります。このコマンドの結果の数は、類似の pkg contentsコマンドの結果の数
より多くなります。これらの検索結果には、インストール可能なパッケージだけで
なく、指定したパッケージの group dependアクションで名前が付けられているすべ
てのパッケージの名前が含まれるためです。たとえば、このイメージにインス
トールできないパッケージバリアントを含めることができます。この検索からの出
力を、31ページの「グループパッケージ内のすべてのインストール可能な
パッケージの一覧表示」に示す pkg contentsコマンドからの出力と比較します。

ヒント –一般に、指定したパッケージの内容を表示するには、pkg contentsコマンド
を使用し、クエリーに一致するパッケージを表示するには、pkg searchコマンドを
使用します。関心のある内容を提供するパッケージがわかっている場合は、pkg

contentsコマンドを使用します。
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ソフトウェアパッケージのインストール
および更新

パッケージのインストールと更新は、一部のパッケージを特定のバージョンに制限
する、発行元の検索順序を構成する、パッケージの署名プロパティーを設定するな
どのイメージの構成によって影響を受けます。イメージの構成について
は、第 5章「インストールされるイメージの構成」で説明しています。

すでにインストールされているパッケージ、インストールに使用できる
パッケージ、および使用可能な更新のあるパッケージを判断する方法について
は、第 3章「ソフトウェアパッケージに関する情報の取得」で取り上げています。

この章では、次のタスクの実行方法を示します。

■ 試験的なインストールを実行して、インストールが成功するかどうか、何がイン
ストールされるかを確認する

■ パッケージをインストール、更新、およびアンインストールする
■ パッケージを検証する
■ インストールされたパッケージの問題を修正する
■ インストールされたファイルをその元の内容に復元する
■ パッケージをアンインストールする

49ページの「非大域ゾーンの操作」では、非大域ゾーンに固有のパッケージ操作の
さまざまな側面について説明します。

パッケージのインストール、更新、およびアンインストールには強力な権限が必要
です。詳細は、17ページの「インストール権限」を参照してください。
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操作のプレビュー
この章と第 5章「インストールされるイメージの構成」で示す多くのコマンドには
-nオプションがあり、変更を加えることなくコマンドが何を実行するかを確認でき
ます。

ヒント –使用可能な場合は常に -nオプションを使用することをお勧めします。-nオ
プションと 1つまたは複数の詳細オプション (-nv、-nvv)を使用して、コマンドの効
果を確認してから、-nオプションを付けずにコマンドを実行します。

次の例は、実際には実行しないパッケージインストールに関する情報を表示しま
す。

$ pfexec pkg install -nv group/feature/amp

Packages to install: 5

Estimated space available: 112.19 GB

Estimated space to be consumed: 374.19 MB

Create boot environment: No

Create backup boot environment: No

Services to change: 2

Rebuild boot archive: No

Changed packages:

solaris

database/mysql-51

None -> 5.1.37,5.11-0.175.1.0.0.21.0:20120723T165236Z

database/mysql-common

None -> 0.5.11,5.11-0.175.1.0.0.21.0:20120723T165447Z

group/feature/amp

None -> 0.5.11,5.11-0.175.1.0.0.21.0:20120723T182057Z

web/server/apache-22/module/apache-dtrace

None -> 0.3.1,5.11-0.175.1.0.0.21.0:20120723T174611Z

web/server/apache-22/module/apache-fcgid

None -> 2.3.6,5.11-0.175.1.0.0.21.0:20120723T174613Z

Services:

restart_fmri:

svc:/system/manifest-import:default

svc:/system/rbac:default

次のコマンドは、多数のパッケージが影響を受けるため、大量の出力が生成されま
す。使用される追加の領域の量はMバイトではなく、Gバイト単位です。この操作
には、長い時間を必要とする可能性があり、このイメージとパッケージリポジトリ
間で大量のネットワークトラフィックが発生する可能性があります。新しい BEはデ
フォルトで作成されませんが、バックアップ BEが作成される可能性があります。BE
が作成される状況については、76ページの「ブート環境ポリシーイメージのプロパ
ティー」を参照してください。

$ pfexec pkg change-facet -nv ’facet.locale.*=true’

Packages to update: 831

Variants/Facets to change: 1

Estimated space available: 112.19 GB
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Estimated space to be consumed: 2.96 GB

Create boot environment: No

Create backup boot environment: Yes

Rebuild boot archive: No

Changed variants/facets:

facet facet.locale.*: True

Changed packages:

solaris

...

パッケージのインストールおよび更新
pkg installコマンドは、現在インストールされていないパッケージをインストール
し、すでにインストールされているパッケージを更新します。pkg installコマンド
には 1つ以上のパッケージ名を指定する必要があります。

pkg updateコマンドは、インストール済みのパッケージを更新します。pkg updateコ
マンドにまだインストールされていないパッケージを指定すると、システムはその
パッケージをインストールしません。pkg updateコマンドには、すでにインス
トールされているパッケージの名前を 0個以上指定します。パッケージ名を指定し
ないと、イメージにインストールされているすべてのパッケージが更新されます。

インストールおよび更新時に、preserve属性と overlay属性を持つファイルがどのよ
うに処理されるかについては、pkg(1)のマニュアルページの fileアクションのそれ
ぞれの属性を参照してください。

ブート環境オプション
パッケージをインストール、更新、またはアンインストールした場合に、新しい BE
またはバックアップ BEが作成されることがあります。メディエータの設定または設
定解除、バリアントまたはファセットの変更、およびファイルを元に戻す操作
は、パッケージのインストール、更新、またはアンインストールも伴うことがあり
ます。BEに関するイメージポリシーの制約内で、下に示すオプションを使用し
て、新しい BEとバックアップ BEの作成を制御できます。新しい BEとバックアップ
BEについて、および BEに関するイメージポリシーの設定方法については、76
ページの「ブート環境ポリシーイメージのプロパティー」を参照してください。

BEオプションを使用して、新しい BEまたはバックアップ BEを作成するかどうかを
強制したり、BEにカスタム名を指定したり、新しい BEをアクティブにしないよう
に指定したりします。

--no-be-activate BEが作成される場合に、それを次回ブート時にアク
ティブ BEとして設定しません。アクティブ BEを表示お
よび変更するには、beadm(1M)コマンドを使用します。

--no-backup-be バックアップ BEを作成しません。
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--require-backup-be 新しい BEが作成されない場合に、バックアップ BEを作
成します。このオプションを指定しないと、イメージポ
リシーに基づいてバックアップ BEが作成されま
す。バックアップ BEが自動的に作成される状況の説明に
ついては、76ページの「ブート環境ポリシーイメージの
プロパティー」を参照してください。

--backup-be-name name バックアップ BEが作成される場合に、デフォルトの名前
ではなく、nameという名前を付けま
す。--backup-be-nameを使用すると --require-backup-be

が暗黙的に指定されます。

--deny-new-be 新しい BEを作成しません。新しい BEが必要な場合、イ
ンストール、更新、アンインストール、または元に戻す
操作は実行されません。

--require-new-be 新しい BEを作成します。このオプションを指定しない
と、イメージポリシーに基づいて BEが作成されます。BE
が自動的に作成される状況の説明については、76ページ
の「ブート環境ポリシーイメージのプロパティー」を参
照してください。このオプションを --require-backup-be

と組み合わせることはできません。

--be-name name BEが作成される場合に、デフォルトの名前ではな
く、nameという名前を付けます。--be-nameの使用
は、暗黙的に --require-new-beを示します。

新しいパッケージのインストール
デフォルトで、パッケージを提供した発行元の検索順序で先頭の発行元から、イ
メージの残りの部分と互換性のあるパッケージの最新バージョンがインストールさ
れます。最新バージョンを明示的に要求するには、パッケージ FMRIのバージョン部
分に latestを使用します。

パッケージがすでにインストールされている場合は、現在インストールされている
バージョンを提供した発行元から、残りのイメージと互換性のある最新バージョン
のパッケージをインストールすることによってパッケージが更新されます。

イメージで複数の発行元が有効になっている場合は、発行元のスティッキネスと検
索順序を設定したり、またはパッケージ FMRIで発行元を指定したりすることに
よって、パッケージを提供する発行元を制御できます。また、インストールする
バージョンをパッケージ FMRIで指定することもできます。パッケージ FMRIの説明
については、13ページの「障害管理リソース識別子」を参照してください。発行元
のスティッキネスと検索順序の設定については、55ページの「発行元の構成」を参
照してください。
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/usr/bin/pkg install [-nvq] [-C n] [-g path_or_uri ...]

[--accept] [--licenses] [--no-index] [--no-refresh] [--no-be-activate]

[--no-backup-be | --require-backup-be] [--backup-be-name name]
[--deny-new-be | --require-new-be] [--be-name name]
[--reject pkg_fmri_pattern ...] pkg_fmri_pattern ...

pkg_fmri_patternで発行元を指定しない場合は、一致するパッケージを提供する最初
の発行元がインストール元として使用されます。該当する発行元がこのイメージ内
にインストール可能なパッケージのバージョンを提供しない場合、インストール操
作は失敗します。このイメージにインストール可能なパッケージのバージョンを提
供する発行元を確認するには、pkg list -a コマンドを使用します。

次のコマンドは、パッケージ atoolのインストール可能なバージョンが構成済み発行
元から入手可能であるが、検索順序の最初にある発行元がこのイメージでインス
トールできないバージョンを持っていることを示しています。

$ pkg list -a atool

NAME (PUBLISHER) VERSION IFO

atool (isvpub) 2.0 ---

$ pkg list -af atool

NAME (PUBLISHER) VERSION IFO

atool 1.1 ---

atool (isvpub) 2.0 ---

この場合、次のインストールコマンドは失敗します。パッケージシステムでは、検
索順序の最初にある発行元から「atool」という pkg_fmri_patternに一致するものが検
索されますが、そのパッケージはインストールできません。

$ pfexec pkg install atool

このパッケージをインストールするには、次の例に示すように、より具体的な
pkg_fmri_patternを指定します。

$ pfexec pkg install //isvpub/atool

$ pfexec pkg install atool@2.0

実際のインストールを実行する前に、何がインストールされるかを確認するに
は、-nvオプションを使用します。

指定したパッケージリポジトリまたはパッケージアーカイブを、パッケージデータ
の取得元になるイメージ内のソースのリストに一時的に追加するには、-gオプ
ションを使用します。クライアント SSL証明書が必要なリポジトリは、このオプ
ションとともに使用できません。このオプションは、子イメージ (非大域ゾーン)を
持つイメージでは使用できません。このイメージに非大域ゾーンがインストールさ
れている場合は、pkg set-publisherコマンドを使用してこの発行元と起点を追加し
ます。このオプションは複数回指定できます。
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-gオプションを指定すると、パッケージの取得時に、イメージで有効になっている
発行元が優先されます。

■ 指定された pkg_fmri_patternに一致するパッケージが、イメージで有効になってい
る発行元から利用可能な場合に、その同じ発行元が -gオプションで指定された場
所に見つからないとき、パッケージシステムは、イメージで有効になっている発
行元からパッケージをインストールしようとします。installまたは updateのあ
とに、イメージ内で構成されていない発行元によって提供されるパッケージがあ
る場合は、起点なしでイメージ構成に追加されます。

■ 指定された pkg_fmri_patternに一致するパッケージが、イメージで有効になってい
る発行元から利用可能な場合に、その同じ発行元が -gオプションで指定された場
所にパッケージを発行しているとき、パッケージシステムは、-gオプションで指
定された場所からパッケージをインストールしようとします。

次の例では、イメージ内に構成されている solaris発行元から btoolが利用可能で
す。btoolパッケージは、リポジトリの起点 http://pkg.example1.com/の devtool発
行元からも入手可能ですが、devtool発行元はこのイメージで構成されていませ
ん。イメージ内に構成されている発行元からパッケージが利用可能な場合は、構成
済みの発行元が -gの発行元より優先されるため、次のコマンドは solaris発行元か
らパッケージをインストールしようとします。

$ pfexec pkg install -g http://pkg.example1.com/ btool

devtool発行元からパッケージをインストールするには、pkg_fmri_patternに発行元の
名前を指定します。

$ pfexec pkg install -g http://pkg.example1.com/ //devtool/btool

次の例で、isvpubは起点 /export/isvrepoでイメージ内に構成されている発行元で
す。isvpub発行元は http://pkg.example2.com/にあるリポジトリにもパッケージを
発行していますが、イメージ内で構成されているこの発行元にその起点は指定され
ていません。同じ発行元が両方の場所にパッケージを提供しているため、次のコマ
ンドは http://pkg.example2.com/の場所からパッケージをインストールしようとし
ます。

$ pfexec pkg install -g http://pkg.example2.com/ atool

57ページの「パッケージ発行元の追加、変更、削除」にある発行元のスティッキネ
スの説明も参照してください。

大域ゾーンと同時に n個の非大域ゾーンにパッケージをインストールするには、-C

オプションを使用します。-Cオプションの使用例については、52ページの「複数の
非大域ゾーンの同時更新」を参照してください。

更新またはインストールされるパッケージのライセンス条項に同意することを示す
場合は、--acceptオプションを使用します。このオプションを指定しない
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と、パッケージのライセンスに同意が必要になった場合、インストール操作は失敗
します。この操作の一環としてインストールまたは更新されるパッケージのすべて
のライセンスを表示するには、--licensesオプションを使用します。

--no-indexオプションを指定すると、操作の正常終了後に、検索インデックスが更
新されません。このオプションを指定すると、多数のパッケージをインストールす
る場合に、いくらか時間を節約できます。すべての install、update、および
uninstall操作を完了したら、pkg refreshを使用して、使用可能なパッケージのリ
ストと、指定された各発行元の発行元メタデータを更新できます。発行元を指定し
ない場合、すべての発行元を対象にリフレッシュが実行されます。

-no-refreshオプションを指定した場合、使用可能なパッケージやその他のメタ
データの最新のリストを取得するために、イメージの発行元のリポジトリに接続し
ません。

コマンド出力で、新しいブート環境が作成されたことを示すメッセージに注意して
ください。新しいブート環境を作成してアクティブにすると、それが次
回、--no-be-activateオプションを指定しない場合のリブート時のデフォルト
ブート環境になります。

新しいブート環境へのパッケージのインストール

ヒント –新しいBEを明示的に指定することは、インストールまたは更新のもっとも
安全な方法です。BEが作成される状況については、76ページの「ブート環境ポリ
シーイメージのプロパティー」を参照してください。

新しい BEは指定したインストール、アンインストール、または更新の変更が適用さ
れた現在の BEのクローンになります。現在の BEは変更されません。システムは自
動的に再起動されません。システムの次回の再ブート時に、新しい BEがデフォルト
のブート選択肢になります。現在の BEも引き続きブートに使用できます。

--no-be-activateオプションを指定した場合、次回のリブート時に、新しい BEがデ
フォルトのブート選択肢になりません。

新しい BEを強制的に作成するか、新しい BEにわかりやすい名前を付ける場合
は、--be-nameオプションを使用します。

$ pfexec pkg install --be-name s11amp group/feature/amp

Packages to install: 5

Create boot environment: Yes

Create backup boot environment: No

DOWNLOAD PKGS FILES XFER (MB) SPEED
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Completed 5/5 271/271 52.3/52.3 0B/s

PHASE ITEMS

Installing new actions 410/410

Updating package state database Done

Updating image state Done

Creating fast lookup database Done

Reading search index Done

Updating search index 5/5

A clone of s11_1 exists and has been updated and activated.

On the next boot the Boot Environment s11amp will be

mounted on ’/’. Reboot when ready to switch to this updated BE.

$ pkg list group/feature/amp

pkg list: no packages matching ’group/feature/amp’ installed

pkg listコマンドは、現在の BEに group/feature/ampパッケージがインストールさ
れていないため、group/feature/ampパッケージがインストールされていないことを
報告します。group/feature/ampパッケージは新しい s11amp BEにインストールされ
ます。

beadm listコマンドを使用して、システムに s11ampという新しいアクティブな BEが
あることを確認します。「N」で示された BEは現在ブートされています。「R」で
示された BEはリブート時のデフォルトです。リブート時のデフォルトの BEを変更
するには、beadm activateコマンドを使用します。

$ beadm list

BE Active Mountpoint Space Policy Created

-- ------ ---------- ----- ------ -------

s11amp R - 20.75G static 2012-08-06 15:36

solaris - - 44.81M static 2010-11-07 17:45

solaris11_1 N / 30.04M static 2012-07-25 17:10

新しい BEに group/feature/ampパッケージがインストールされていることを確認し
ます。I列の「i」は group/feature/ampパッケージがインストールされていることを
示します。

$ pfexec beadm mount s11amp /mnt

$ pkg -R /mnt list group/feature/amp

NAME (PUBLISHER) VERSION IFO

group/feature/amp 0.5.11-0.175.1.0.0.21.0 i--

s11amp BEを必ずアンマウントしてください。

$ beadm list

BE Active Mountpoint Space Policy Created

-- ------ ---------- ----- ------ -------

s11amp R /mnt 20.75G static 2012-08-06 15:36

solaris - - 44.81M static 2010-11-07 17:45

solaris11_1 N / 30.05M static 2012-07-25 17:10

$ pfexec beadm unmount s11amp
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パッケージの拒否
指定した pkg_fmri_patternに一致する名前を持つパッケージをインストールしないよ
うにする場合は、pkg installコマンドの --rejectオプションを使用します。一致す
るパッケージがすでにインストールされている場合、それらはこの操作の一環とし
て削除されます。グループ依存関係のターゲットである拒否対象パッケージは回避
リストに登録されます。回避リストについては、69ページの「グループパッケージ
に含まれる一部のパッケージのインストールの回避」を参照してください。

$ pfexec pkg install -nv --reject developer/versioning/cvs group/feature/developer-gnu

パッケージの更新
installまたは updateサブコマンドを使用して、インストールされているパッケージ
を、現在インストールされているバージョンを提供した発行元から、残りのイ
メージと互換性のあるパッケージの最新バージョンに更新できます。まだインス
トールされていないパッケージが意図せずにインストールされることを避けるに
は、pkg updateコマンドを使用して、パッケージを更新します。

イメージで複数の発行元が有効になっている場合は、発行元のスティッキネスと検
索順序を設定したり、またはパッケージ FMRIで発行元を指定したりすることに
よって、パッケージを提供する発行元を制御できます。また、インストールする
バージョンをパッケージ FMRIで指定することもできます。パッケージ FMRIの説明
については、13ページの「障害管理リソース識別子」を参照してください。発行元
のスティッキネスと検索順序の設定については、55ページの「発行元の構成」を参
照してください。

/usr/bin/pkg update [-fnvq] [-C n] [-g path_or_uri ...]

[--accept] [--licenses] [--no-index] [--no-refresh] [--no-be-activate]

[--no-backup-be | --require-backup-be] [--backup-be-name name]
[--deny-new-be | --require-new-be] [--be-name name]
[--reject pkg_fmri_pattern ...] [pkg_fmri_pattern ...]

パッケージの最新バージョンを明示的に要求するには、pkg_fmri_patternの
バージョン部分に latestを使用します。

$ pfexec pkg update vim@latest

現在インストールされているバージョンより古いパッケージバージョンを指定し
て、インプレースダウングレードを実行できます。保持される構成ファイルのう
ち、ダウングレードされるパッケージの一部であり、元のバージョンがインス
トールされたあとに変更されたファイルは、拡張子 .updateを使用して名前が変更さ
れます。どのファイルを保持するかをパッケージシステムが決定する方法
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と、パッケージのアップグレード中にこれらのファイルが保持されるしくみについ
ては、pkg(5)のマニュアルページのファイルアクションに関する項目を参照してくだ
さい。

指定したパッケージリポジトリまたはパッケージアーカイブを、パッケージデータ
の取得元になるイメージ内のソースのリストに一時的に追加するには、-gオプ
ションを使用します。-gオプションの効果の詳細と例については、40ページの「新
しいパッケージのインストール」を参照してください。

大域ゾーンと同時に n個の非大域ゾーンのパッケージを更新するには、-Cオプ
ションを使用します。例については、52ページの「複数の非大域ゾーンの同時更
新」を参照してください。

コマンド出力で、新しいブート環境が作成されたことを示すメッセージに注意して
ください。新しいブート環境を作成してアクティブにすると、それが次
回、--no-be-activateオプションを指定しない場合のリブート時のデフォルト
ブート環境になります。

更新されるパッケージのライセンス条項に同意することを示す場合は、--acceptオ
プションを使用します。このオプションを指定しないと、パッケージのライセンス
に同意が必要になった場合、更新操作は失敗します。この操作の一環として更新さ
れるパッケージのすべてのライセンスを表示するには、--licensesオプションを使
用します。

--no-indexオプションを指定すると、操作の正常終了後に、検索インデックスが更
新されません。このオプションを指定すると、多数のパッケージをインストールす
る場合に、いくらか時間を節約できます。すべての install、update、および
uninstall操作を完了したら、pkg refreshを使用して、使用可能なパッケージのリ
ストと、指定された各発行元の発行元メタデータを更新できます。発行元を指定し
ない場合、すべての発行元を対象にリフレッシュが実行されます。

pkg-fmriが指定されていないとき、または指定された pkg-fmriがアスタリスク文字 (*)
である場合の pkg updateコマンドの特殊な動作については、72ページの「イメージ
の更新」を参照してください。

パッケージの問題の修正
パッケージのインストール後に発生する可能性のある問題の例として、パッケージ
によって提供されるファイルが破損することがあります。このセクションで示す例
では、/usr/share/auto_install/manifest/default.xml ファイルが削除されました。

失われているファイルを提供したパッケージを特定するには、pkg searchコマンド
を使用します。
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$ pkg search -Hlo pkg.name /usr/share/auto_install/manifest/default.xml

system/install/auto-install/auto-install-common

パッケージのインストールの検証
現在のイメージ内のパッケージのインストールを検証するには、pkg verifyコマン
ドを使用します。

/usr/bin/pkg verify [-Hqv] [pkg_fmri_pattern ...]

関連する発行元の現在の署名ポリシーが ignoreでない場合、各パッケージの署名が
ポリシーに基づいて検証されます。署名ポリシーが適用されるしくみについては、78
ページの「パッケージの署名のプロパティー」の signature-policyを参照してく

ださい。

検証の出力からヘッダーを省略する場合は、-Hオプションを使用します。致命的な
エラーが検出された場合に、エラーを返す以外に何も出力しない場合は、-qオプ
ションを使用します。パッケージに関する情報メッセージを含める場合は、-vオプ
ションを使用します。

$ pfexec pkg verify -v system/install/auto-install/auto-install-common

PACKAGE STATUS

pkg://solaris/system/install/auto-install/auto-install-common ERROR

file: usr/share/auto_install/manifest/default.xml

Missing: regular file does not exist

検証エラーの修正
pkg verifyコマンドで報告されたパッケージインストールエラーを修正するに
は、pkg fixコマンドを使用します。

/usr/bin/pkg fix [--accept] [--licenses] [pkg_fmri_pattern ...]

インストール済みパッケージの内容は、独自の内容解析に基づいて検証されるた
め、ほかのプログラムの場合とは異なる結果が返されることがあります。

更新またはインストールされるパッケージのライセンス条項に同意することを示す
場合は、--acceptオプションを使用します。このオプションを指定しない
と、パッケージのライセンスに同意が必要になった場合、修正操作は失敗しま
す。この操作の一環として更新されるパッケージのすべてのライセンスを表示する
には、--licensesオプションを使用します。

$ pfexec pkg fix --accept system/install/auto-install/auto-install-common

Verifying: pkg://solaris/system/install/auto-install/auto-install-common ERROR

file: usr/share/auto_install/manifest/default.xml
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Missing: regular file does not exist

Created ZFS snapshot: 2012-08-06-23:32:03

Repairing: pkg://solaris/system/install/auto-install/auto-install-common

Creating Plan (Evaluating mediators):

DOWNLOAD PKGS FILES XFER (MB) SPEED

Completed 1/1 1/1 0.0/0.0 0B/s

PHASE ITEMS

Updating modified actions 1/1

Updating image state Done

Creating fast lookup database Done

ファイルの復元
ファイルをそれらの配布時の状況に復元する場合は、pkg revertコマンドを使用し
ます。

/usr/bin/pkg revert [-nv] [--no-be-activate] [--no-backup-be | --require-backup-be] [--backup-be-name name]
[--deny-new-be | --require-new-be] [--be-name name] (--tagged tag-name ... | path-to-file ...)

特定の tag-nameでタグ付けされたすべてのファイル、または個別のファイルを元に
戻すことができます。ファイルの所有権および保護も復元されます。

注意 –一部の編集可能ファイルをデフォルト値に戻すと、システムがブート不可に
なったり、その他の異常動作の原因になったりする可能性があります。

次の例では、変更されたシステム構成ファイルのサンプルが、その元の内容に復元
されます。

$ pfexec pkg revert /usr/share/auto_install/sc_profiles/static_network.xml

Packages to update: 1

Create boot environment: No

Create backup boot environment: No

DOWNLOAD PKGS FILES XFER (MB) SPEED

Completed 1/1 1/1 0.0/0.0 0B/s

PHASE ITEMS

Updating modified actions 1/1

Updating image state Done

Creating fast lookup database Done
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パッケージのアンインストール
インストールされているパッケージを削除するには、pkg uninstallコマンドを使用
します。

/usr/bin/pkg uninstall [-nvq] [-C n] [--no-index] [--no-be-activate]

[--no-backup-be | --require-backup-be] [--backup-be-name name]
[--deny-new-be | --require-new-be] [--be-name name] pkg_fmri_pattern ...

パッケージがグループ依存関係の対象である場合、パッケージをアンインストール
するとそのパッケージは回避リストに登録されます。回避リストについては、69
ページの「グループパッケージに含まれる一部のパッケージのインストールの回
避」を参照してください。

--no-indexオプションを指定すると、操作の正常終了後に、検索インデックスが更
新されません。このオプションを指定すると、多数のパッケージをインストールす
る場合に、いくらか時間を節約できます。すべての install、update、および
uninstall操作を完了したら、pkg refreshを使用して、使用可能なパッケージのリ
ストと、指定された各発行元の発行元メタデータを更新できます。発行元を指定し
ない場合、すべての発行元を対象にリフレッシュが実行されます。

大域ゾーンと同時に n個の非大域ゾーンのパッケージをアンインストールするに
は、-Cオプションを使用します。-Cオプションの使用例については、52ページ
の「複数の非大域ゾーンの同時更新」を参照してください。

非大域ゾーンの操作
ほとんどの IPSコマンドは、大域ゾーンで使用する場合と同じ方法で非大域ゾーンで
使用できます。Oracle Solaris 10ブランドゾーンはOracle Solaris 11非大域ゾーンとは
異なります。Oracle Solaris 10ブランドゾーンは IPSコマンドで無視されます。このド
キュメントでは、「非大域ゾーン」はOracle Solaris 11非大域ゾーンを意味します。

大域ゾーンと非大域ゾーンの重要な違いは、パッケージ発行元の使用方法です。非
大域ゾーンでは、「システムリポジトリ」は大域ゾーン内に構成されている
パッケージリポジトリへのアクセスを提供します。大域ゾーンに加えられた発行元
構成の変更は、システムリポジトリを介してただちにすべての非大域ゾーンで認識
されます。

非大域ゾーンへのパッケージのインストール
非大域ゾーンは、大域ゾーンでのパッケージのインストール、更新、およびアンイ
ンストールの影響を受けることがあります。大域ゾーンで pkg updateコマンドを引
数なしで実行すると、大域ゾーンと各非大域ゾーンが更新されます。例について
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は、52ページの「複数の非大域ゾーンの同時更新」を参照してください。大域
ゾーンでインストール、更新、またはアンインストールコマンドにパッケージ名を
指定すると、IPSは各非大域ゾーンを確認し、大域ゾーンとの互換性を保つために必
要な場合のみ変更を加えます。大域ゾーンでファセットとバリアントを変更する
と、非大域ゾーンにも影響することがあります。

ヒント –大域ゾーンとともに非大域ゾーンに加えられる変更を確認するには、-nオプ
ションを使用します。

非大域ゾーンにログインしているときにパッケージコマンドを実行すると、その非
大域ゾーンだけが影響を受けます。結果として大域ゾーンとの互換性が保たれる場
合は、異なるパッケージをインストールすることも、同じパッケージの異なる
バージョンをインストールすることもできます。非大域ゾーンのイメージでは、異
なるパッケージを回避すること、異なるバージョンでパッケージを凍結するこ
と、異なるデフォルト実装を選択するようにメディエータを設定すること、および
異なるファセットを設定することができます。

大域ゾーンにインストールされるバージョンにより、非大域ゾーンにインストール
されるパッケージのバージョンが制限されることがあります。非大域ゾーンの一部
のパッケージは、非大域ゾーンと大域ゾーンで同じバージョンでなければならない
ため、更新やダウングレードができません。たとえば、entireという名前の
パッケージは、各非大域ゾーンと大域ゾーンで同じでなければなりません。entire

パッケージは、システムパッケージのバージョンを制約して、結果として得られる
パッケージセットがサポート可能なイメージになるようにします。

非大域ゾーンでは、「システムリポジトリ」は大域ゾーン内に構成されている
パッケージリポジトリへのアクセスを提供します。大域ゾーンに加えられた発行元
構成の変更は、システムリポジトリを介してただちにすべての非大域ゾーンで認識
されます。システムリポジトリは http、https、および v4ファイルリポジトリと
.p5pアーカイブリポジトリをプロキシ設定します。

ゾーンプロキシは、ゾーン内で実行されている pkgコマンドが、大域ゾーン内で実
行されているシステムリポジトリと通信できるようにするサービスです。ゾーンプ
ロキシには 2つの部分があります。次のサービスは大域ゾーンで実行されます。

svc:/application/pkg/zones-proxyd:default

次のサービスは非大域ゾーンで実行されます。

svc:/application/pkg/zones-proxy-client:default

システムリポジトリとゾーンプロキシサービスの詳細については、pkg.sysrepo(1M)
のマニュアルページを参照してください。
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次の例は、大域ゾーンの発行元を示しています。

global:~$ pkg publisher

PUBLISHER TYPE STATUS P LOCATION

solaris origin online F http://pkg.oracle.com/solaris/release/

solaris origin online F file:///export/repoSolaris11/

devtool (disabled) origin online F http://pkg.example1.com/

isvpub origin online F http://pkg.example2.com/

次の例は、非大域ゾーンにログインしているときに、これらの同じ発行元がどのよ
うに見えるかを示しています。

z1:~$ pkg publisher

PUBLISHER TYPE STATUS P LOCATION

solaris (syspub) origin online T <system-repository>

solaris (syspub) origin online F <system-repository>

isvpub (syspub) origin online F <system-repository>

P列の Tは、起点にプロキシが存在することを意味します。詳細情報を取得するに
は、次のいずれかのコマンドを使用します。

z1:~$ pkg publisher -F tsv

PUBLISHER STICKY SYSPUB ENABLED TYPE STATUS URI PROXY

solaris true true true origin online http://pkg.oracle.com/solaris/release/

http://localhost:1008

solaris true true true origin online http://localhost:1008/solaris/omitted/ -

z1:~$ pkg publisher solaris

Publisher: solaris

Alias:

Origin URI: http://localhost:1008/solaris/91b04f12f39930ae8e27f5636b7a342e8f460133/

SSL Key: None

SSL Cert: None

Origin URI: http://pkg.oracle.com/solaris/release/

Proxy: http://localhost:1008

SSL Key: None

SSL Cert: None

Client UUID: c92e7a92-dce5-11e1-b7e5-8800209e4377

Catalog Updated: August 2, 2012 05:10:48 PM

Enabled: Yes

非大域ゾーン内からシステムリポジトリを再構成することはできません。たとえ
ば、発行元の場所が <system-repository>の場合、発行元の起点やプロパティー、お
よび発行元の検索順序を変更することはできません。

発行元に到達できない場合は、http_proxy環境変数を設定するか、pkg

set-publisherコマンドに --proxyオプションを指定することで、大域ゾーンにプロ
キシを設定できます。--proxyオプションについては、pkg(1)のマニュアルページお
よび 57ページの「パッケージ発行元の追加、変更、削除」を参照してくださ
い。http_proxyおよび https_proxy環境変数の設定手順については、『Oracle
Solaris 11.1の管理: Oracle Solarisゾーン、Oracle Solaris 10ゾーン、およびリソース管
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理』の「インストール済みのゾーンがあるシステムでのプロキシ構成」を参照して
ください。プロキシ環境変数の詳細については、curl(1)のマニュアルページの「環
境」セクションを参照してください。

大域ゾーンですでに構成されている特定の発行元のパッケージを一覧表示する場
合、次の形式は大域ゾーンと非大域ゾーンの両方で同じ結果を生成します。

z1:~$ pkg list -a ’//isvpub/*’

NAME (PUBLISHER) VERSION IFO

isvtool (isvpub) 1.0-0 ---

大域ゾーンで構成されていないが、ネットワークまたはファイルシステムによって
非大域ゾーンからアクセスできるリポジトリの場合、file:///export/myrepoが非大
域ゾーンからアクセスできるリポジトリの場所であれば、次のコマンドはどちらも
同じパッケージを一覧表示します。

z1:~$ pkg list -af -g file:///export/myrepo

z1:~$ pkgrepo list -s file:///export/myrepo

複数の非大域ゾーンの同時更新
デフォルトでは、大域ゾーンで pkg updateコマンドを使用すると、パッケージシス
テムは大域ゾーンと各非大域ゾーンを順に更新します。複数の非大域ゾーンを同時
に更新するには、-Cオプションを使用するか、大域ゾーンで PKG_CONCURRENCY環境変
数を設定します。-C nオプションと PKG_CONCURRENCY=n環境変数は、nが 1以上の場
合に、最大 n個のイメージを並列で更新するように指定します。nのデフォルト値は
1です。nが 0または負の数値の場合、すべての非大域ゾーンが大域ゾーンとともに
並列で更新されます。

-Cオプションが指定された場合、PKG_CONCURRENCY環境変数は無視されます。-Cオプ
ションと PKG_CONCURRENCY環境変数は、pkg install、pkg uninstall、pkg

change-variant、pkg change-facet、および pkg updateで使用できます。

大域ゾーンから非大域ゾーンを更新する場合、非大域ゾーンをブートする必要はあ
りません。必要なのは非大域ゾーンをマウントすることだけです。

次の例では、両方の非大域ゾーンが大域ゾーンと同時に更新されます。

global:~$ pfexec pkg update -C 0 --be-name s11u1

Startup: Linked image publisher check ... Done

Startup: Refreshing catalog ’solaris’ ... Done

Startup: Refreshing catalog ’isvpub’ ... Done

Startup: Checking that pkg(5) is up to date ... Done

Planning: Solver setup ... Done

Planning: Running solver ... Done

Planning: Finding local manifests ... Done

Planning: Package planning ... Done
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Planning: Merging actions ... Done

Planning: Checking for conflicting actions ... Done

Planning: Consolidating action changes ... Done

Planning: Evaluating mediators ... Done

Planning: Planning completed in 39.00 seconds

Packages to remove: 2

Packages to install: 1

Packages to update: 640

Create boot environment: Yes

Create backup boot environment: No

Planning: Linked images: 0/2 done; 2 working: zone:z1 zone:z2

Planning: Linked image ’zone:z1’ output:

| Packages to install: 1

| Packages to update: 161

| Services to change: 2

‘
Planning: Linked images: 1/2 done; 1 working: zone:z2

Planning: Linked image ’zone:z2’ output:

| Packages to install: 1

| Packages to update: 161

| Services to change: 2

‘
Planning: Finished processing linked images.

Download: 0/12068 items 0.0/350.9MB 0% complete

...

Download: 11664/12068 items 336.1/350.9MB 95% complete

Download: Completed 350.91 MB in 187.08 seconds (0B/s)

Download: Linked images: 0/2 done; 2 working: zone:z1 zone:z2

Download: Linked images: 1/2 done; 1 working: zone:z1

Download: Finished processing linked images.

Actions: 1/23382 actions (Removing old actions)

Actions: 3867/23382 actions (Installing new actions)

Actions: 8192/23382 actions (Updating modified actions)

...

Actions: 23266/23382 actions (Updating modified actions)

Actions: Completed 23382 actions in 96.16 seconds.

Finalize: Updating package state database ... Done

Finalize: Updating package cache ... Done

Finalize: Updating image state ... Done

Finalize: Creating fast lookup database ... Done

Finalize: Reading search index ... Done

Finalize: Building new search index ... Done

Finalize: Linked images: 0/2 done; 2 working: zone:z1 zone:z2

Finalize: Linked images: 1/2 done; 1 working: zone:z2

Finalize: Finished processing linked images.

A clone of s11 exists and has been updated and activated.

On the next boot the Boot Environment s11u1 will be

mounted on ’/’. Reboot when ready to switch to this updated BE.
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インストールされるイメージの構成

この章では、パッケージ発行元の構成、インストール可能なパッケージの制
限、パッケージ署名ポリシーの設定、ブート環境 (BE)ポリシーの構成などのイ
メージ全体に適用する特性を構成する方法を示します。

■ 55ページの「発行元の構成」
■ 60ページの「オプションのコンポーネントのインストールの制御」
■ 64ページの「指定したバージョンへのパッケージのロック」
■ 66ページの「incorporationによって指定されたバージョン制約の緩和」
■ 68ページの「デフォルトのアプリケーション実装の指定」
■ 69ページの「グループパッケージに含まれる一部のパッケージのインストール
の回避」

■ 72ページの「イメージの更新」
■ 76ページの「イメージと発行元のプロパティーの構成」
■ 83ページの「イメージの作成」
■ 84ページの「操作履歴の表示」

発行元の構成
ソフトウェアをインストールし、更新するには、パッケージリポジトリに接続でき
る必要があります。

発行元情報の表示
このイメージに対して構成されているパッケージ発行元に関する情報を表示するに
は、pkg publisherコマンドを使用します。発行元は、パッケージ FMRIに発行元が
指定されていない場合に、パッケージを見つけるために検索される順番で一覧表示
されます。

/usr/bin/pkg publisher [-HPn] [-F format] [publisher ...]
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デフォルトで、solaris発行元は、新しくインストールされたOracle Solaris 11システ
ムに構成されます。発行元の起点を確認するには、pkg publisherコマンドを使用し
ます。

$ pkg publisher

PUBLISHER TYPE STATUS P LOCATION

solaris origin online F http://pkg.oracle.com/solaris/release/

isvpub (non-sticky) origin online F file:///export/isvrepo/

devtool (disabled) origin online F http://pkg.example1.com/

TYPE列は、LOCATION値が起点かミラーかを示します。詳細は、15ページの「リポジ
トリの起点とミラー」を参照してください。

STATUS列と LOCATION列の間にある P列は、その場所がプロキシ設定されているかど
うかを指定します。この列の値は true (T)または false (F)です。ファイルリポジトリ
がプロキシ設定されることはありません。値が FになっているHTTPリポジトリ
は、$http_proxy環境変数が現在設定されている場合 (この場合も pkg publisherの出
力には Fと表示される)を除き、プロキシ設定されていません。値が Tになっている
HTTPリポジトリは、pkg set-publisherで起点が追加されたときに --proxyオプ
ションで指定されたプロキシを使用してプロキシ設定されています。pkg publisher

に -F tsvオプションを指定すると、そのミラーまたは起点に設定されているプロキ
シが P列に表示されます。例については、49ページの「非大域ゾーンへの
パッケージのインストール」を参照してください。

それらの発行元の詳細構成を表示するには、名前で発行元を指定します。

$ pkg publisher solaris

Publisher: solaris

Alias:

Origin URI: http://pkg.oracle.com/solaris/release/

SSL Key: None

SSL Cert: None

Client UUID: e15e3228-eada-11df-80ab-8023183d954b

Catalog Updated: July 25, 2012 11:40:03 PM

Enabled: Yes

Properties:

proxied-urls = []

発行元の検索順序の先頭の発行元のみを表示する場合は、-Pオプションを使用しま
す。有効になっている発行元のみを表示する場合は、-nオプションを使用しま
す。-Hオプションは、出力のヘッダーを省略します。

$ pkg publisher -P

PUBLISHER TYPE STATUS P LOCATION

solaris origin online F http://pkg.oracle.com/solaris/release/
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パッケージ発行元の追加、変更、削除
次の操作を実行するには、pkg set-publisherコマンドを使用します。

■ 新しい発行元を構成する。
■ 発行元の起点とミラーを設定する。
■ 発行元を有効または無効にする。新しく追加された発行元は、デフォルトで有効
になります。無効な発行元は、パッケージリストの作成時やインストール、アン
インストール、または更新パッケージ操作で使用されません。無効な発行元のプ
ロパティーを設定または表示することはできます。1つだけの発行元が有効な場
合、その発行元は無効にできません。

■ 発行元のスティッキネスを設定する。新しく追加された発行元は、デフォルトで
固定です。発行元が非固定の場合は、この発行元からインストールされた
パッケージを別の発行元から更新できます。

■ 発行元の検索順序を設定する。新しく追加された発行元は、デフォルトで検索順
序の最後になります。発行元の検索順序は、インストールするパッケージを検索
するために使用されます。パッケージが最初にインストールされたときの発行元
が非固定の場合は、更新するパッケージを検索するために発行元の検索順序が使
用されます。

一致するパッケージを提供する最初の発行元がインストール元として使用されま
す。該当する発行元がこのイメージ内にインストール可能なパッケージの
バージョンを提供しない場合、インストール操作は失敗します。この検索順序で
さらに下にある発行元からインストールするには、発行元の名前やパッケージの
バージョン文字列などの詳細情報をパッケージ FMRIに指定します。

■ 発行元の SSLキーおよび証明書を指定する。
■ 発行元プロパティーを設定または設定解除したり、発行元プロパティー値を追加
または削除する。79ページの「パッケージの署名プロパティーの構成」を参照
してください。

pkg set-publisherコマンドには 2つの形式があります。次の形式では、発行元の名
前が必要です。

/usr/bin/pkg set-publisher [-Ped] [-k ssl_key] [-c ssl_cert]
[-g origin_to_add | --add-origin origin_to_add ...]

[-G origin_to_remove | --remove-origin origin_to_remove ...]

[-m mirror_to_add | --add-mirror mirror_to_add ...]

[-M mirror_to_remove | --remove-mirror mirror_to_remove ...]

[--enable] [--disable] [--no-refresh] [--reset-uuid]

[--non-sticky] [--sticky] [--search-after publisher]
[--search-before publisher] [--search-first]

[--approve-ca-cert path_to_CA]

[--revoke-ca-cert hash_of_CA_to_remove]
[--unset-ca-cert hash_of_CA_to_remove]
[--set-property name_of_property=value]
[--add-property-value name_of_property=value_to_add]
[--remove-property-value name_of_property=value_to_remove]
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[--unset-property name_of_property_to_delete]
[--proxy proxy_to_use] publisher

次の形式では、リポジトリURIを指定してあるため、発行元の名前はオプションで
す。

/usr/bin/pkg set-publisher -p repo_uri [-Ped]

[-k ssl_key] [-c ssl_cert] [--non-sticky] [--sticky]

[--search-after publisher] [--search-before publisher
[--search-first] [--approve-ca-cert path_to_CA]

[--revoke-ca-cert hash_of_CA_to_remove]
[--unset-ca-cert hash_of_CA_to_remove]
[--set-property name_of_property=value]
[--add-property-value name_of_property=value_to_add]
[--remove-property-value name_of_property=value_to_remove]
[--unset-property name_of_property_to_delete]
[--proxy proxy_to_use] [publisher]

次のコマンドは、-gオプションで指定した起点URIを持つ devtoolという新しい発
行元を追加し、この発行元が検索順序の先頭になるように設定します。指定した発
行元を検索順序の先頭に設定するには、-Pオプションまたは - -search-firstオプ
ションを使用します。

$ pfexec pkg set-publisher -P -g http://pkg.example1.com/release/ devtool

次のコマンドは、isvpub発行元を有効にし、それを検索順序で devtool発行元の前に
設定します。

$ pfexec pkg set-publisher --enable --search-before devtool isvpub

指定したリポジトリURIから発行元の構成情報を取得するには、-pオプションを使
用します。発行元を指定した場合、一致する発行元のみが追加または更新されま
す。発行元を指定しない場合、すべての発行元が必要に応じて追加または更新され
ます。-pオプションは、-g、 --add-origin、 -G、 --remove-origin、 -m、
--add-mirror、 -M、 --remove-mirror、 --disable、 --enable、 --no-refresh、また
は --reset-uuidの各オプションとは組み合わせることができません。

発行元の起点URIを変更するには、新しいURIを追加し、古いURIを削除しま
す。新しい起点URIを追加するには、-gオプションを使用します。古い起点URIを
削除するには、-Gオプションを使用します。

$ pfexec pkg set-publisher -G ’*’ -g file:///export/isvrepo/ isvpub

次のコマンドは、solaris発行元に起点を追加する方法を示しています。イメージ内
の特定の発行元に対して複数の起点が構成されている場合、IPSクライアント
は、パッケージデータの取得元として最適な起点を選択しようとします。

$ pkg publisher

PUBLISHER TYPE STATUS P LOCATION

solaris origin online F file:///export/repoSolaris11/
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$ pfexec pkg set-publisher -g http://pkg.oracle.com/solaris/release/ solaris

$ pkg publisher

PUBLISHER TYPE STATUS P LOCATION

solaris origin online F file:///export/repoSolaris11/

solaris origin online F http://pkg.oracle.com/solaris/release/

指定した発行元のミラーとしてURIを追加するには、-mオプションを使用しま
す。起点とミラーの違いについては、15ページの「リポジトリの起点とミラー」を
参照してください。指定した発行元のミラーとしてURIを削除するには、-Mオプ
ションを使用します。

$ pfexec pkg set-publisher -m http://pkg.example3.com/ devtool

$ pkg publisher

PUBLISHER TYPE STATUS P LOCATION

devtool origin online F http://pkg.example1.com/

devtool mirror online F http://pkg.example3.com/

クライアントの SSLキーを指定するには、-kオプションを使用します。クライアン
トの SSL証明書を指定するには、-cオプションを使用します。指定した証明書を信
頼できるCA証明書として追加するには、--approve-ca-certオプションを使用しま
す。ユーザーが承認したCA証明書のハッシュが、この発行元に対する pkg

publisherコマンドの出力に一覧表示されます。55ページの「発行元情報の表示」を
参照してください。

$ pfexec pkg set-publisher -k /root/creds/example.key -c /root/creds/example.cert \

--approve-ca-cert /tmp/example_file.pem isvpub

指定した証明書を取り消された証明書として扱うには、--revoked-ca-certオプ
ションを使用します。ユーザーが取り消したCA証明書のハッシュが、この発行元に
対する pkg publisherコマンドの出力に一覧表示されます。

承認された証明書の一覧および取り消された証明書の一覧から指定した証明書を削
除するには、--unset-ca-certオプションを使用します。

-no-refreshオプションを指定した場合、使用可能なパッケージやその他のメタ
データの最新のリストを取得するために、イメージの発行元のリポジトリに接続し
ません。

このイメージをその発行元に対して識別する新しい一意識別子を選択する場合
は、--reset-uuidオプションを使用します。

指定された起点 (-g)またはミラー (-m)の内容の取得元の永続的なWebプロキシURI
を指定するには、--proxyオプションを使用します。プロキシ値は、発行元の構成の
一部として格納されます。実行時に、$http_proxyまたは関連する環境変数が、この
プロキシ設定をオーバーライドします。プロキシ環境変数の詳細は、curl(1)のマ
ニュアルページの「環境」セクションを参照してください。

発行元を削除するには、pkg unset-publisherコマンドを使用します。

$ pfexec pkg unset-publisher devtool

発行元の構成

第 5章 • インストールされるイメージの構成 59



オプションのコンポーネントのインストールの制御
ソフトウェアには、オプションのコンポーネントや、相互に排他的なコンポーネン
トが含まれることがあります。オプションのコンポーネントの例には、ロケールや
ドキュメントがあります。相互に排他的なコンポーネントの例には、SPARCバイナ
リと x86バイナリや、デバッグバイナリと非デバッグバイナリなどがあります。IPS
では、オプションのコンポーネントをファセット、相互に排他的なコンポーネント
をバリアントと呼びます。

ファセットとバリアントはイメージに設定される特殊なプロパティーであ
り、パッケージ内のアクションに設定されるタグです。ほとんどのバリアントタグ
は、さまざまな値を持つことができます。アクションに設定されるファセットタグ
は、値 trueのみを持つことができます。アクションのファセットおよびバリアント
タグの値とイメージに設定されたファセットおよびバリアントの値の比較によ
り、そのパッケージアクションがインストール可能かどうかを判別します。たとえ
ば、特定のロケールファセットを falseに設定した場合、そのファセットを指定して
いるファイルやほかのアクションはどれもインストールされず、そのファセットを
指定している現在インストール済みのファイルはアンインストールされます。

イメージに設定されているファセットとバリアントの現在の値を表示するには、pkg

facetコマンドと pkg variantコマンドを使用します。イメージに設定されている
ファセットとバリアントの値を変更するには、pkg change-facetコマンドと pkg

change-variantコマンドを使用します。pkg(1)のマニュアルページと下の例を参照し
てください。

各ファセットタグおよびバリアントタグには名前と値があります。1つのアクション
に複数のファセットタグおよびバリアントタグを付けることができます。複数の
ファセットタグやバリアントタグが付くコンポーネントの例として、開発者に
よって使用されるアーキテクチャー固有のヘッダーファイルや SPARC大域ゾーン専
用のコンポーネントがあります。

バリアントタグの例は variant.arch=sparcです。ファセットタグの例は
facet.devel=trueです。ファセットとバリアントは、facet.や variant.を先頭に付
けずに参照されることがよくあります。

ファセットはブール型です。それらには true (有効)または false (無効)のみ設定でき
ます。デフォルトで、イメージ内のすべてのファセットは、trueに設定されている
と見なされます。アクションのファセットタグの値には trueのみを指定すべきであ
り、それ以外の値では動作が不確定になります。イメージに設定されるファセット
は、doc.manなどの完全なファセットか、locale.*などのパターンになります。この
柔軟性は、ファセット名前空間の一部を無効にし、その中の個々のファセットのみ
を有効にする場合に役立ちます。たとえば、次の例に示すように、すべてのロ
ケールを無効にしてから、1つか 2つの特定のロケールのみを有効にすることができ
ます。
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$ pfexec pkg change-facet ’locale.*=false’

[output about packages being updated]

$ pfexec pkg change-facet locale.en_US=true

[output about packages being updated]

ほとんどのバリアントは任意の数の値を設定できます。たとえば、archバリアント
には、i386、sparc、ppc、arm、またはディストリビューションがサポートしている
どのようなアーキテクチャーでも設定できます。(Oracle Solarisでは i386と sparcの
みが使用されます。)例外は debugバリアントです。debugバリアントは、trueまたは
falseのみ設定でき、ほかの値では動作が不定になります。ファイルアクションに非
デバッグバージョンとデバッグバージョンの両方がある場合、次の例に示すよう
に、両方のバージョンに該当する debugバリアントが明示的に設定されている必要が
あります。

file group=sys mode=0644 overlay=allow owner=root \

path=etc/motd pkg.csize=115 pkg.size=103 preserve=true \

variant.debug.osnet=true

file group=sys mode=0644 overlay=allow owner=root \

path=etc/motd pkg.csize=68 pkg.size=48 preserve=true \

variant.debug.osnet=false

バリアントを使用するパッケージをインストールするために、バリアント値をイ
メージに設定する必要があります。archおよび zoneバリアントは、イメージを作成
し、その初期コンテンツをインストールするプログラムによって設定されます。イ
メージ内の debug.*バリアントはデフォルトで falseです。

次のアルゴリズムは、イメージに設定されたファセットとバリアントが、特定のア
クションがインストールされるかどうかに影響するしくみを示しています。

■ ファセットまたはバリアントタグのないアクションは常にインストールされま
す。

■ ファセットタグのあるアクションは、イメージ上のタグに一致するすべての
ファセットまたはファセットパターンが falseに設定されていないかぎり、イン
ストールされます。いずれかのファセットが trueに設定されているか、明示的に
設定されていない (trueはデフォルト)場合、アクションがインストールされま
す。

■ バリアントタグのあるアクションは、すべてのバリアントタグの値がイメージに
設定されている値と同じ場合にのみインストールされます。

■ ファセットタグとバリアントタグの両方があるアクションは、ファセットとバリ
アントの両方でアクションのインストールが許可されている場合にインストール
されます。

独自のファセットおよびバリアントタグを作成できます。Oracle Solarisでは、次のタ
グが一般に使用されます。
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バリアント名 取り得る値

variant.arch sparc、i386

variant.opensolaris.zone global、nonglobal

variant.debug.* true、false

次のリストに、Oracle Solarisで使用される小さなファセットタグの例を示します。

facet.devel facet.doc

facet.doc.html facet.doc.info

facet.doc.man facet.doc.pdf

facet.locale.de facet.locale.en_GB

facet.locale.en_US facet.locale.fr

facet.locale.ja_JP facet.locale.zh_CN

現在のイメージに設定されているバリアントとファセットの値を表示し、現在のイ
メージのバリアントとファセットを変更できます。バリアントとファセットを変更
すると、多数のパッケージが更新され、新しい BEが必要になることがあります。変
更する前に、どのような変更が行われるかを確認するには、-nvを使用します。

バリアント値の表示と変更
設定されているバリアントの値を表示するには、pkg variantコマンドを使用しま
す。

/usr/bin/pkg variant [-H] [variant_nsmr ...]

$ pkg variant

VARIANT VALUE

variant.opensolaris.zone global

variant.arch i386

$ pkg variant -H variant.arch

variant.arch i386

バリアントの値を変更するには、pkg change-variantコマンドを使用します。

/usr/bin/pkg change-variant [-nvq] [-C n] [-g path_or_uri ...]

[--accept] [--licenses] [--no-be-activate]

[--no-backup-be | --require-backup-be] [--backup-be-name name]
[--deny-new-be | --require-new-be] [--be-name name]
variant_name=value ...

次のコマンドは、多数のパッケージが影響を受けるため、大量の出力が生成されま
す。新しい BEはデフォルトで作成されませんが、バックアップ BEが作成される可
能性があります。BEが作成される状況については、76ページの「ブート環境ポリ
シーイメージのプロパティー」を参照してください。
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大域ゾーンと同時に n個の非大域ゾーンのバリアントを変更するには、-Cオプ
ションを使用します。-Cオプションの使用例については、52ページの「複数の非大
域ゾーンの同時更新」を参照してください。

-nオプションを使用すると、実際の変更を行わずに、この操作を -nなしで実行した
場合に何が変更されるかを確認できます。

$ pfexec pkg change-variant -nv --accept ’variant.debug.*=true’

Packages to update: 851

Variants/Facets to change: 3

Estimated space available: 49.88 GB

Estimated space to be consumed: 270.57 MB

Create boot environment: No

Create backup boot environment: Yes

Rebuild boot archive: No

Changed variants/facets:

variant variant.debug.*: true

facet facet.locale.en_US: None

facet facet.locale.*: None

Changed packages:

solaris

...

ファセット値の表示と変更
設定されているファセットの値を表示するには、pkg facetコマンドを使用します。

/usr/bin/pkg facet [-H] [facet_name ...]

$ pkg facet

FACETS VALUE

facet.locale.en_US True

facet.locale.en True

facet.locale.* False

$ pkg facet -H ’facet.locale.*’

facet.locale.* False

ファセットの値を変更するには、pkg change-facetコマンドを使用します。

/usr/bin/pkg change-facet [-nvq] [-C n] [-g path_or_uri ...]

[--accept] [--licenses] [--no-be-activate]

[--no-backup-be | --require-backup-be] [--backup-be-name name]
[--deny-new-be | --require-new-be] [--be-name name]
facet_name=[True|False|None] ...

大域ゾーンと同時に n個の非大域ゾーンのファセットを変更するには、-Cオプ
ションを使用します。-Cオプションの使用例については、52ページの「複数の非大
域ゾーンの同時更新」を参照してください。

-nオプションを使用すると、実際の変更を行わずに、この操作を -nなしで実行した
場合に何が変更されるかを確認できます。
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ファセットの値を Noneに設定すると、ファセットの仕様が現在のイメージから削除
されます。

次のコマンドは、多数のパッケージが影響を受けるため、大量の出力が生成されま
す。この操作には、長い時間を必要とする可能性があり、このイメージと
パッケージリポジトリ間で大量のネットワークトラフィックが発生する可能性があ
ります。新しい BEはデフォルトで作成されませんが、バックアップ BEが作成され
る可能性があります。BEが作成される状況については、76ページの「ブート環境ポ
リシーイメージのプロパティー」を参照してください。

$ pfexec pkg change-facet -nv ’facet.locale.*=true’

Packages to update: 851

Variants/Facets to change: 1

Estimated space available: 49.88 GB

Estimated space to be consumed: 3.13 GB

Create boot environment: No

Create backup boot environment: Yes

Rebuild boot archive: No

Changed variants/facets:

facet facet.locale.*: True

Changed packages:

solaris

...

指定したバージョンへのパッケージのロック
パッケージのバージョンを制限する場合は、pkg freezeコマンドを使用しま
す。パッケージを凍結するときの 1つの例は、大域ゾーンの更新時に、非大域
ゾーン内のパッケージを更新しない場合です。

/usr/bin/pkg freeze [-n] [-c reason] [ pkg_fmri_pattern] ...

pkg_fmri_patternでバージョンを指定しない場合、名前付きのパッケージをインス
トールする必要があり、システムにインストールされているバージョンに制限され
ます。pkg_fmri_patternにバージョンを指定した場合、この制約 (つまり、凍結)
は、fmri属性が指定されたパッケージバージョンの値を持った状態で incorporate依
存関係がインストールされているかのように機能します。

凍結されているパッケージをインストールまたは更新するときは、凍結された時点
のバージョンと一致するバージョンである必要があります。たとえば、パッケージ
が 1.2で凍結された場合、1.2.1、1.2.9、1.2.0.0.1などのバージョンに更新することは
できます。そのパッケージは 1.3または 1.1で終了することはできません。

pkg_fmri_patternに指定された発行元を使用して、一致するパッケージが検索されま
す。ただし、発行元の情報は凍結の一環として記録されません。パッケージは発行
元ではなくバージョンのみに関して凍結されます。
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すでに凍結されているパッケージを凍結すると、新しく指定されたバージョンに
よって凍結バージョンが置き換えられます。

パッケージを指定しない場合、現在凍結されているパッケージについての情報
(パッケージ名、バージョン、パッケージがいつ凍結されたか、関連付けられた理由
があればその理由)が表示されます。

パッケージを凍結しても、そのパッケージを削除できなくなるわけではありませ
ん。パッケージが削除される場合に警告は表示されません。

パッケージが凍結されている理由を記録するには、-cオプションを使用します。凍
結が原因でインストールまたは更新に失敗する場合、その理由が示されます。

操作を試しに実行し、凍結されるパッケージの一覧を表示しますが、実際にはどの
パッケージも凍結しない場合は、-nオプションを使用します。

次の例で、パッケージは現在インストールされているバージョンで凍結されま
す。パッケージのリストの「f」は、そのパッケージが凍結されていることを示しま
す。

$ pfexec pkg freeze -c "Downgrade to avoid bug" library/security/openssl

library/security/openssl was frozen at 1.0.0.10-0.175.1.0.0.18.0:20120611T201116Z

$ pkg freeze

NAME VERSION DATE COMMENT

library/security/openssl 1.0.0.10-0.175.1.0.0.19.0:20120625T171753Z 29 Jul 2012 17:45:44 PDT Downgrade to

avoid bug

$ pkg list library/security/openssl

NAME (PUBLISHER) VERSION IFO

library/security/openssl 1.0.0.10-0.175.1.0.0.18.0 if-

凍結されたパッケージの別のバージョンをインストールしようとすると、凍結に関
するメッセージが表示されます。

$ pfexec pkg update library/security/openssl@1.0.0.10-0.175.1.0.0.20.0

Creating Plan (Solver setup): -

pkg update: No matching version of library/security/openssl can be installed:

Reject: pkg://solaris/library/security/openssl@1.0.0.10,5.11-0.175.1.0.0.20.0:20120709T180243Z

Reason: This version is excluded by a freeze on library/security/openssl at version

1.0.0.10,5.11-0.175.1.0.0.18.0:20120611T201116Z.

The reason for the freeze is: Downgrade to avoid bug

凍結がパッケージシステムによって自動的に解除されることはありません。制約を
緩和するには、pkg unfreezeコマンドを使用します。

/usr/bin/pkg unfreeze [-n] [pkg_name_pattern] ...

凍結によって適用される制約を、指定されたパッケージから削除しま
す。バージョンを提供しても無視されます。

凍結解除を試しに実行し、凍結解除されるパッケージの一覧を表示しますが、実際
にはどのパッケージも凍結解除しない場合は、-nオプションを使用します。
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incorporationによって指定されたバージョン制約の緩和
Oracle Solaris 11 OSに含まれるどのパッケージにも、incorporationパッケージへの依
存関係があります。incorporationパッケージは、incorporation対象のパッケージの
バージョンを制約して、更新にわたりシステムをサポート可能な状態に保つのに役
立ちます。incorporation対象のパッケージの一部は、incorporationで指定された
バージョンとは異なるバージョンでダウングレードやアップグレードを安全に行う
ことができる場合があります。そのような incorporation対象のパッケージに
は、incorporationパッケージで version-lock.pkg_nameファセット属性が指定されま
す。version-lock.pkg_nameファセットのデフォルト値は trueです。パッケージの
バージョン制約を緩和するには、その version-lock.pkg_nameファセットの値を
falseに設定します。

次の例では、パッケージを以前のバージョンにダウングレードしようとしていま
す。pkg updateコマンドは、パッケージのアップグレードだけでなくダウング
レードも行います。

$ pkg list -af library/security/openssl

NAME (PUBLISHER) VERSION IFO

library/security/openssl 1.0.0.10-0.175.1.0.0.19.0 i--

library/security/openssl 1.0.0.10-0.175.1.0.0.18.0 ---

$ pfexec pkg update library/security/openssl@1.0.0.10-0.175.1.0.0.18.0

Creating Plan (Solver setup): |

pkg update: No matching version of library/security/openssl can be installed:

Reject: pkg://solaris/library/security/openssl@1.0.0.10,5.11-0.175.1.0.0.18.0:20120611T201116Z

Reason: This version is excluded by installed incorporation

pkg://solaris/consolidation/userland/userland-incorporation@0.5.11,5.11-0.175.1.0.0.19.0:20120625T163952Z

このパッケージのバージョン制約を緩和するには、その version-lockファセットを
falseに設定します。その後、ダウングレードをもう一度試みます。新しい BEは作
成されませんが、バックアップ BEが作成されます。BEが作成される状況について
は、76ページの「ブート環境ポリシーイメージのプロパティー」を参照してくださ
い。

$ pfexec pkg change-facet facet.version-lock.library/security/openssl=false

Packages to update: 850

Variants/Facets to change: 1

Create boot environment: No

Create backup boot environment: Yes

PHASE ITEMS

Removing old actions 1/1

Updating image state Done

Creating fast lookup database Done

Reading search index Done

Building new search index 850/850

$ pfexec pkg update library/security/openssl@1.0.0.10-0.175.1.0.0.18.0

Packages to update: 1

Create boot environment: No

Create backup boot environment: Yes

incorporationによって指定されたバージョン制約の緩和

Oracle Solaris 11.1ソフトウェアパッケージの追加および更新 • 2013年 2月66



DOWNLOAD PKGS FILES XFER (MB) SPEED

Completed 1/1 10/10 1.6/1.6 0B/s

PHASE ITEMS

Removing old actions 3/3

Installing new actions 3/3

Updating modified actions 14/14

Updating package state database Done

Updating package cache 1/1

Updating image state Done

Creating fast lookup database Done

Reading search index Done

Updating search index 1/1

$ pkg list library/security/openssl

NAME (PUBLISHER) VERSION IFO

library/security/openssl 1.0.0.10-0.175.1.0.0.18.0 i--

このパッケージのダウングレードやアップグレードを防止するには、パッケージを
現在のバージョンで凍結します。パッケージのリストの「f」は、そのパッケージが
凍結されていることを示します。

$ pfexec pkg freeze -c "Downgrade to avoid bug" library/security/openssl

library/security/openssl was frozen at 1.0.0.10-0.175.1.0.0.18.0:20120611T201116Z

$ pkg list library/security/openssl

NAME (PUBLISHER) VERSION IFO

library/security/openssl 1.0.0.10-0.175.1.0.0.18.0 if-

アップグレードやダウングレードを再度有効にするには、pkg unfreezeコマンドを
使用してバージョンの凍結を解除します。incorporationパッケージで指定されている
バージョンより低いバージョンでパッケージがインストールされている場合、この
パッケージの version-lockファセットを trueに設定すると、incorporation
パッケージで指定されているバージョンがインストールされます。

ダウングレードまたはアップグレードしようとしているパッケージに対して、ほか
のインストール済みパッケージが require依存関係を持っている場合、そのような関
連パッケージのバージョン制約の緩和も必要になることがあります。次の例で
は、hexeditパッケージのバージョン制約は解除されていますが、system/library

パッケージのバージョン制約のためインストールは拒否されます。

$ pfexec pkg install editor/hexedit@1.2.12-0.175.1.0.0.21.0

Creating Plan (Solver setup): -

pkg install: No matching version of editor/hexedit can be installed:

Reject: pkg://solaris/editor/hexedit@1.2.12,5.11-0.175.1.0.0.21.0:20120723T170720Z

Reason: All versions matching ’require’ dependency

pkg:/system/library@0.5.11,5.11-0.175.1.0.0.20.0 are rejected

Reject: pkg://solaris/system/library@0.5.11,5.11-0.175.1.0.0.20.0:20120709T163421Z

pkg://solaris/system/library@0.5.11,5.11-0.175.1.0.0.21.0:20120723T163000Z

Reason: This version is excluded by installed incorporation

pkg://solaris/consolidation/osnet/osnet-incorporation@0.5.11,5.11-0.175.1.0.0.19.0:20120625T152525Z

個々のコンポーネントパッケージのほかに、incorporationのバージョン制約も緩和で
きます。この場合、version-lockファセットを falseに設定すると、incorporationに
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組み込まれているパッケージの同期は保ちながら、incorporationをシステムの残りの
部分からロック解除することができます。

デフォルトのアプリケーション実装の指定
アプリケーションまたはツールの複数のバージョンを同じイメージで提供する場合
があります。アプリケーションの複数のバージョンが同じメディエーションに含ま
れて提供されていれば、デフォルトまたは優先のバージョンを簡単に設定し直すこ
とができます。「メディエーション」とは、あるアプリケーションの異なる実装へ
のリンクのセットで、各リンクは同じメディエータ名と同じリンクパスを持ちます
が、ターゲットリンクパスが異なります。

イメージ内のすべてのメディエータを表示するには、あるいは、指定したメ
ディエータの現在選択されているバージョンを表示するには、pkg mediatorコマン
ドを使用します。

/usr/bin/pkg mediator [-aH] [-F format] [mediator ...]

指定したメディエータのデフォルトまたは優先のバージョンを設定し直すには、pkg

set-mediatorコマンドを使用します。

usr/bin/pkg set-mediator [-nv] [-I implementation]
[-V version] [--no-be-activate]

[--no-backup-be | --require-backup-be]

[--backup-be-name name]
[--deny-new-be | --require-new-be] [--be-name name]
mediator ...

次の例では、2つの異なるバージョンの Java Runtime Environmentがインストールさ
れています。

$ pkg list ’runtime/java*’

NAME (PUBLISHER) VERSION IFO

runtime/java 1.6.0.33-0.175.1.0.0.18.1 i--

runtime/java/jre-6 1.6.0.33-0.175.1.0.0.18.1 i--

runtime/java/jre-7 1.7.0.5-0.175.1.0.0.18.0 i--

次のコマンドでは、javaメディエーションが定義されていること、および
バージョン 1.7がデフォルトのバージョンであることが示されています。

$ pkg mediator

MEDIATOR VER. SRC. VERSION IMPL. SRC. IMPLEMENTATION

java system 1.7 system

php system 5.2 system

python vendor 2.6 vendor

次のコマンドは、設定できるすべての javaメディエーションを表示します。jre-6

と jre-7の両方に、/usr/bin/javaからのシンボリックリンクが定義されていま
す。jre-6パッケージでは、/usr/bin/javaリンクのターゲットは jdk1.6です。jre-7
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パッケージでは、/usr/bin/javaリンクのターゲットは jdk1.7です。前のコマンド
は、現在 /usr/bin/javaリンクのターゲットはバージョン 1.7であることを示してい
ます。このメディエーションでは優先実装は指定されておらず、パッケージシステ
ムはより高いバージョンの実装を優先実装として選択しました。

$ pkg mediator -a java

MEDIATOR VER. SRC. VERSION IMPL. SRC. IMPLEMENTATION

java system 1.7 system

java system 1.6 system

次のコマンドは、バージョン 1.6を優先実装に設定する方法を示しています。これ
は、/usr/bin/javaを呼び出すと JRE version 1.6が呼び出されることを意味しま
す。ユーザーが JRE version 1.7のフルパスを指定すれば、このバージョンも引き続き
システムで使用可能です。2つの pkg mediatorコマンドの出力を比較してください。

$ pkg mediator java

MEDIATOR VER. SRC. VERSION IMPL. SRC. IMPLEMENTATION

java system 1.7 system

$ pfexec pkg set-mediator -V 1.6 java

Packages to update: 3

Mediators to change: 1

Create boot environment: No

Create backup boot environment: No

PHASE ITEMS

Removing old actions 2/2

Updating modified actions 3/3

Updating image state Done

Creating fast lookup database Done

Reading search index Done

Updating search index 3/3

$ pkg mediator java

MEDIATOR VER. SRC. VERSION IMPL. SRC. IMPLEMENTATION

java local 1.6 system

グループパッケージに含まれる一部のパッケージのイン
ストールの回避

指定したパッケージが group依存関係のターゲットである場合に、それらのインス
トールを回避するには、pkg avoidコマンドを使用します。回避リストに含まれてい
るパッケージでも、イメージとの互換性があるパッケージはいつでも明示的にイン
ストールできます。回避リストに含まれているパッケージをインストールする
と、そのパッケージは回避リストから削除されます。pkg avoidコマンドを使用する
と、グループパッケージをインストールするときに、そのグループパッケージに含
まれている指定したパッケージのインストールを回避できます。

/usr/bin/pkg avoid [pkg_fmri_pattern ...]

引数を使用しない場合、pkg avoidコマンドは、回避される各パッケージとその
パッケージへのグループ依存関係のあるすべてのパッケージを表示します。

グループパッケージに含まれる一部のパッケージのインストールの回避
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pkg_fmri_patternを指定した場合、pkg avoidコマンドは、指定されたパターンに現在
一致するパッケージ名を回避リストに配置します。現在インストールされていない
パッケージのみを回避できます。パッケージが現在グループ依存関係のターゲット
である場合、パッケージをアンインストールするとそのパッケージは回避リストに
登録されます。

パッケージが回避リストにある場合は、インストールすると回避リストから削除さ
れます。回避リストに登録されているパッケージは、require依存関係を満たすため
に必要であればインストールされます。その依存関係が削除された場
合、パッケージはアンインストールされます。

指定したパッケージを回避リストから削除する場合は、pkg unavoidコマンドを使用
します。

/usr/bin/pkg unavoid [pkg_fmri_pattern ...]

回避リストに登録されており、インストール済みパッケージのグループ依存関係に
一致するパッケージは、このサブコマンドを使用して回避リストから削除できませ
ん。グループ依存性に一致するパッケージを回避リストから削除するに
は、パッケージをインストールします。

次のコマンドの出力は、group/feature/ampグループパッケージがインストールされ
ておらず、そのグループパッケージに含まれているパッケージはどれもインス
トールされていないことを示しています。これらのパッケージの一部は、明示的
に、またはほかのパッケージの require依存関係としてインストールされている可能
性があります。

$ pkg list -a group/feature/amp

NAME (PUBLISHER) VERSION IFO

group/feature/amp 0.5.11-0.175.1.0.0.21.0 ---

$ pkg list -a ‘pkg contents -o fmri -H -rt depend -a type=group group/feature/amp‘

NAME (PUBLISHER) VERSION IFO

database/mysql-51 5.1.37-0.175.1.0.0.21.0 ---

web/php-52 5.2.17-0.175.1.0.0.21.0 ---

web/php-52/extension/php-apc 3.0.19-0.175.1.0.0.21.0 ---

web/php-52/extension/php-mysql 5.2.17-0.175.1.0.0.21.0 ---

web/server/apache-22 2.2.22-0.175.1.0.0.21.0 ---

web/server/apache-22/module/apache-dtrace 0.3.1-0.175.1.0.0.21.0 ---

web/server/apache-22/module/apache-fcgid 2.3.6-0.175.1.0.0.21.0 ---

web/server/apache-22/module/apache-php5 5.2.17-0.175.1.0.0.18 --r

次のコマンドは、このグループパッケージに属するパッケージの 1つを回避リスト
に登録します。このグループパッケージはインストールされていないため、回避リ
ストにグループパッケージは示されません。

$ pfexec pkg avoid web/server/apache-22/module/apache-fcgid

$ pkg avoid

web/server/apache-22/module/apache-fcgid

グループパッケージに含まれる一部のパッケージのインストールの回避
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次のコマンドは、回避されたパッケージがグループパッケージのインストール時に
インストールされないことを示しています。グループパッケージのインストール後
は、回避リストにグループパッケージが示されます。

$ pfexec pkg install group/feature/amp

...

$ pkg list -a ‘pkg contents -o fmri -H -rt depend -a type=group group/feature/amp‘

NAME (PUBLISHER) VERSION IFO

database/mysql-51 5.1.37-0.175.1.0.0.21.0 i--

web/php-52 5.2.17-0.175.1.0.0.21.0 i--

web/php-52/extension/php-apc 3.0.19-0.175.1.0.0.21.0 i--

web/php-52/extension/php-mysql 5.2.17-0.175.1.0.0.21.0 i--

web/server/apache-22 2.2.22-0.175.1.0.0.21.0 i--

web/server/apache-22/module/apache-dtrace 0.3.1-0.175.1.0.0.21.0 i--

web/server/apache-22/module/apache-fcgid 2.3.6-0.175.1.0.0.21.0 ---

web/server/apache-22/module/apache-php5 5.2.17-0.175.1.0.0.18 i-r

$ pkg avoid

web/server/apache-22/module/apache-fcgid (group dependency of ’group/feature/amp’)

インストール済みのグループパッケージに含まれているパッケージは、pkg unavoid

コマンドによって回避リストから削除されることはありません。そのような
パッケージを回避リストから削除するには、そのパッケージをインストールしま
す。

$ pfexec pkg unavoid web/server/apache-22/module/apache-fcgid

pkg unavoid: The following packages are a target of group dependencies; use install to unavoid these:

web/server/apache-22/module/apache-fcgid

$ pfexec pkg install web/server/apache-22/module/apache-fcgid

$ pkg avoid

$

パッケージがすでにインストールされている場合、そのパッケージを回避リストに
登録することはできません。パッケージをアンインストールすると、パッケージが
回避リストに登録されます。

$ pfexec pkg avoid web/server/apache-22/module/apache-fcgid

pkg avoid: The following packages are already installed in this image; use uninstall to avoid these:

web/server/apache-22/module/apache-fcgid

$ pfexec pkg uninstall web/server/apache-22/module/apache-fcgid

...

$ pkg avoid

web/server/apache-22/module/apache-fcgid (group dependency of ’group/feature/amp’)

グループパッケージに含まれているパッケージをアンインストールすると、その
パッケージは自動的に回避リストに登録されます。

$ pfexec pkg uninstall database/mysql-51

$ pkg avoid

database/mysql-51 (group dependency of ’group/feature/amp’)

web/server/apache-22/module/apache-fcgid (group dependency of ’group/feature/amp’)

グループパッケージをアンインストールすると、回避されたパッケージは回避リス
トに残りますが、グループパッケージとの関連は回避リストに示されなくなりま
す。

グループパッケージに含まれる一部のパッケージのインストールの回避
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$ pfexec pkg uninstall group/feature/amp

$ pkg avoid

database/mysql-51

web/server/apache-22/module/apache-fcgid

$ pfexec pkg unavoid database/mysql-51 web/server/apache-22/module/apache-fcgid

$ pkg avoid

$

イメージの更新
使用可能な更新があるすべてのインストール済みパッケージを、インストール済み
パッケージの依存関係および発行元の構成によってシステムに課せられた制約で許
可される最新バージョンに更新するには、pkg-fmriを指定せずに、または pkg-fmriと
してアスタリスク文字 (*)を付けて、pkg updateコマンドを使用します。現在のイ
メージに非大域ゾーンがマウントされている場合は、これらのゾーンも更新されま
す。52ページの「複数の非大域ゾーンの同時更新」を参照してください。

/usr/bin/pkg update [-fnvq] [-C n] [-g path_or_uri ...]

[--accept] [--licenses] [--no-index] [--no-refresh] [--no-be-activate]

[--no-backup-be | --require-backup-be] [--backup-be-name name]
[--deny-new-be | --require-new-be] [--be-name name]
[--reject pkg_fmri_pattern ...] [pkg_fmri_pattern ...]

イメージ更新のベストプラクティス
pkg updateコマンドを使用する前に、構成済み発行元起点から入手可能な
バージョンを確認し、実際に更新を実行せずに -nvオプションを使用して更新され
るパッケージの一覧を表示します。

オペレーティングシステムのリリースを更新する場合は、entire incorporation
パッケージの入手可能なバージョンを確認します。次のコマンドは、Oracle Solaris 11
11/11 SRU 10がインストールされており、Oracle Solaris 11 11/11 SRU 11、12、および
13が入手可能であり、さらに現在構成されている solaris発行元からOracle Solaris
11.1が入手可能であることを示しています。FMRI内のフィールドについては、
13ページの「障害管理リソース識別子」を参照してください。

$ pkg list -af entire

NAME (PUBLISHER) VERSION IFO

entire 0.5.11,5.11-0.175.1.0.0.24.2 ---

entire 0.5.11,5.11-0.175.0.13.0.4.0 ---

entire 0.5.11,5.11-0.175.0.12.0.4.0 ---

entire 0.5.11,5.11-0.175.0.11.0.4.1 ---

entire 0.5.11,5.11-0.175.0.10.0.5.0 i--

これらの中に必要なバージョンがない場合は、solaris発行元起点を別のパッケージ
リポジトリの場所に設定する必要があります。
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デフォルトでは、各パッケージは、現在インストールされているバージョンを提供
した発行元から更新されます。発行元のスティッキネスと検索順を指定することに
より、パッケージを提供する発行元を制御することができます。57ページ
の「パッケージ発行元の追加、変更、削除」を参照してください。

次のコマンドは、更新によって実際にどのパッケージがインストールされるか (存在
する場合)を示しています。-vオプションが指定されているため、このコマンド
は、完全な FMRI (複数のバージョンを含む)の 627のすべてのパッケージが更新さ
れ、3つのパッケージが削除され、1つの新しいパッケージがインストールされるこ
とを示しています。この例では、その出力のほとんどが省略され、entire

パッケージのみが示されています。-nオプションが指定されているため、実際に更
新は実行されません。-nオプションなしで更新を実行する前に、この出力を確認し
てください。

$ pfexec pkg update -nv

Packages to remove: 3

Packages to install: 1

Packages to update: 627

Estimated space available: 48.43 GB

Estimated space to be consumed: 3.14 GB

Create boot environment: Yes

Activate boot environment: Yes

Create backup boot environment: No

Rebuild boot archive: Yes

Changed packages:

solaris

...

entire

0.5.11,5.11-0.175.0.10.0.5.0:20120803T182627Z -> 0.5.11,5.11-0.175.1.0.0.24.2:20120919T190135Z

...

前の例は、Oracle Solaris 11.1の entire incorporationパッケージがインストールされる
ことを示しています。それに応じて、entire incorporationに属しているすべてのイ
ンストール済みパッケージが更新されます。パッケージ FMRIが指定されなかったた
め、entire incorporationに属していないインストール済みパッケージもすべて更新
されます。すべてのインストール済みパッケージが、システムの制約で許可された
最新バージョンに更新されます。この制約は、インストール済みパッケージの依存
関係および発行元の構成によってシステムに課せられるものです。更新されたイン
ストール済みパッケージで新しい依存関係が指定されている場合は、インストール
済みパッケージが削除されたり、新しいパッケージがインストールされたりする可
能性があります。

前の例は、-nオプションなしでこのコマンドを再実行した場合、この更新で新しい
BEが作成されることを示しています。-nオプションなしでこのコマンドを実行した
場合は、更新出力の最後に次のメッセージが表示されます。

A clone of currentBE exists and has been updated and activated.

On the next boot the Boot Environment newBE will be

mounted on ’/’. Reboot when ready to switch to this updated BE.
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現在の BEは変更されません。すべての変更は新しい BEで行われます。

新しい BEを明示的に指定することは、インストールまたは更新のもっとも安全な方
法です。BEが作成される状況については、76ページの「ブート環境ポリシーイ
メージのプロパティー」を参照してください。--be-nameオプションを使用する
と、新しい BEにわかりやすい名前を付けることもできます。新しい BEがアク
ティブになるため、次回システムをブートしたときにはこの新しい環境がデフォル
トでブートされます。この動作を希望しない場合は、pkg updateコマンドで
--no-be-activateオプションを使用します。そのあと、新しい環境を使用する準備
ができたら、beadm activateコマンドを使用して新しい BEをアクティブにします。

インストールするバージョンの指定
許可される最新バージョンに更新したくない場合は、pkg updateコマンドで
パッケージ名 (バージョン文字列の部分を含む)を指定できます。次の例は、新しい
バージョンが許可される場合でも、Oracle Solaris 11 11/11 SRU 13に更新するために
entire incorporationのバージョンを指定する方法を示しています。必ず再度 -nvオプ
ションを使用し、再度出力を確認してください。

$ pfexec pkg update -nv entire@0.5.11,5.11-0.175.0.13

Packages to remove: 2

Packages to install: 1

Packages to update: 486

Estimated space available: 48.39 GB

Estimated space to be consumed: 2.50 GB

Create boot environment: Yes

Activate boot environment: Yes

Create backup boot environment: No

Rebuild boot archive: Yes

Changed packages:

solaris

...

entire

0.5.11,5.11-0.175.0.10.0.5.0:20120803T182627Z -> 0.5.11,5.11-0.175.0.13.0.4.0:20121106T194623Z

...

一部のインストール済みパッケージが entire incorporationに属していない場合があ
ります。これらのパッケージは個別にインストールされた可能性があるた
め、entire incorporationだけを更新しても更新されません。これらのパッケージを
同じ pkg updateコマンドに追加できます。

更新前のバージョン制約の指定
任意のOracle Solaris 11 11/11バージョンへの更新は許可するが、Oracle Solaris 11.1へ
の更新を許可しない場合は、次のコマンドに示すように entire incorporationを凍結
できます。0.175.0を指定すると、entireパッケージを 0.175.1にではなく、たとえ
ば 0.175.0.13に更新できることを示します。
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$ pfexec pkg freeze -c "Keep this image at 11 11/11." entire@0.5.11,5.11-0.175.0

entire was frozen at 0.5.11,5.11-0.175.0

$ pkg freeze

NAME VERSION DATE COMMENT

entire 0.5.11,5.11-0.175.0 30 Jan 2013 15:50:01 PST Keep this image at 11 11/11.

$ pkg list entire

NAME (PUBLISHER) VERSION IFO

entire 0.5.11,5.11-0.175.0.10.0.5.0 if-

パッケージの凍結の詳細は、64ページの「指定したバージョンへのパッケージの
ロック」を参照してください。

使用可能なパッケージの制約
インストールまたは更新できるバージョンを制御するための別の方法として、独自
のローカル IPSパッケージリポジトリを指定し、そのリポジトリの内容を制御しま
す。たとえば、独自のリポジトリにはOracle Solaris 11.1パッケージを除く、Oracle
Solaris 11 11/11のすべてのサポート更新を含めることができます。

独自のリポジトリを作成する場合は、必ず solaris発行元起点を更新してください。

詳細は、『Oracle Solaris 11.1パッケージリポジトリのコピーおよび作成』を参照して
ください。

イメージのダウングレード
オペレーティングシステムのリリースをダウングレードするには、ダウングレード
するバージョンより古い BEにブートし、そこからアップグレードします。たとえ
ば、Oracle Solaris 11 11/11 SRU 10からOracle Solaris 11 11/11 SRU 13に更新したあと
で、SRU 12イメージが必要なことがわかった場合は、SRU 10 BEにリブートし、そこ
から SRU 12に更新します。

その他の更新コマンドオプション
インストールされているすべてのパッケージを更新する場合に、-fオプションを指
定すると、クライアントの最新状態チェックが実行されません。

指定したパッケージリポジトリまたはパッケージアーカイブを、パッケージデータ
の取得元になるイメージ内のソースのリストに一時的に追加するには、-gオプ
ションを使用します。-gオプションの効果の詳細と例については、40ページの「新
しいパッケージのインストール」を参照してください。

大域ゾーンと同時に n個の非大域ゾーンを更新するには、-Cオプションを使用しま
す。例については、52ページの「複数の非大域ゾーンの同時更新」を参照してくだ
さい。
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更新されるパッケージのライセンス条項に同意することを示す場合は、--acceptオ
プションを使用します。このオプションを指定しないと、パッケージのライセンス
に同意が必要になった場合、更新操作は失敗します。この操作の一環として更新さ
れるパッケージのすべてのライセンスを表示するには、--licensesオプションを使
用します。

-no-refreshオプションを指定した場合、使用可能なパッケージやその他のメタ
データの最新のリストを取得するために、イメージの発行元のリポジトリに接続し
ません。

--no-indexオプションを指定すると、操作の正常終了後に、検索インデックスが更
新されません。このオプションを指定すると、多数のパッケージをインストールす
る場合に、いくらか時間を節約できます。更新操作が終了したら、pkg refreshを使
用して、使用可能なパッケージと、指定した各発行元の発行元メタデータのリスト
を更新できます。発行元を指定しない場合、すべての発行元を対象にリフ
レッシュが実行されます。新しい BEが作成された場合、新しい BEでこの発行元の
リフレッシュを実行します。

イメージと発行元のプロパティーの構成
イメージポリシーを実装するには、イメージのプロパティーを設定します。このセ
クションでは、イメージと発行元のプロパティーと、これらのプロパティーの設定
方法について説明します。イメージプロパティーの説明については、pkg(1)のマ
ニュアルページの「Image Properties」も参照してください。

ブート環境ポリシーイメージのプロパティー
イメージは、IPSパッケージをインストールでき、その他の IPS操作を実行できる場
所です。

ブート環境 (BE)は、イメージのブート可能なインスタンスです。システム上に複数
の BEを維持することができ、各 BEにそれぞれ異なるソフトウェアバージョンをイ
ンストールすることもできます。システムをブートするとき、システム上の任意の
BEにブートすることを選択できます。パッケージ操作の結果として、新しい BEが
自動的に作成されることがあります。明示的に新しい BEを作成することもできま
す。新しい BEが作成されるかどうかは、このセクションで説明するようにイメージ
ポリシーに依存します。
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デフォルトで、次のいずれかの操作を実行すると、新しい BEが自動的に作成されま
す。

■ 一部のドライバやその他のカーネルコンポーネントなど、特定のキーシステム
パッケージを更新する。これは、インストール、アンインストール、更新、バリ
アントの変更、またはファセットの変更を行うときに発生する可能性がありま
す。

pkg updateコマンドを実行して、利用可能な更新があるすべてのパッケージを更
新すると、多くの場合、新しい BEが作成されます。

■ --be-name、--require-new-be、--backup-be-name、--require-backup-beのいずれ
かのオプションを指定する。

■ be-policyイメージポリシーを always-newに設定する。このポリシーでは、次の
ブート時にアクティブに設定されている新しい BEで、すべてのパッケージ操作
が実行されます。

新しい BEが作成される場合、システムは次の処理を実行します。

1. 現在の BEのクローンを作成します。
クローンの BEには、元の BEのメインのルートデータセットより下の階層にある
すべての要素が格納されます。共有ファイルシステムは、ルートデータセットの
下にはなく、複製されません。代わりに、新しい BEは元の共有ファイルシステ
ムにアクセスします。

2. クローン BE内のパッケージを更新しますが、現在の BE内のパッケージは更新し
ません。

現在の BEで非大域ゾーンが構成されている場合、これらの既存のゾーンが新し
い BEで構成されます。

3. --no-be-activateが指定されていないかぎり、システムの次回ブート時に、新し
い BEをデフォルトのブート選択肢に設定します。現在の BEは代替のブート選択
肢として残ります。

新しい BEが必要な一方で、新しい BEを作成するための十分な空き領域がない場
合、既存の不要な BEを削除できる場合があります。BEの詳細は、『Oracle
Solaris 11.1ブート環境の作成と管理』を参照してください。

下に説明するイメージプロパティーの設定の手順については、82ページの「イ
メージのプロパティーの設定」を参照してください。

be-policy

パッケージ操作中にいつ BEが作成されるかを指定します。次の値が許可されま
す。

default デフォルトの BE作成ポリシー create-backupを適用します。

always-new 次のブート時にアクティブに設定されている新しい BEで
パッケージ操作を実行するため、すべてのパッケージ操作に対し
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てリブートを必要とします。明示的に要求されないかぎ
り、バックアップ BEは作成されません。

このポリシーはもっとも安全ですが、リブートしないと
パッケージを追加できないため、ほとんどのサイトの要求よりも
厳格です。

create-backup

リブートを必要とするパッケージ操作の場合、このポリシーにより、次のブート
時にアクティブに設定される新しい BEが作成されます。パッケージが変更される
か、カーネルに影響する可能性のあるコンテンツがインストールされて操作がラ
イブ BEに影響する場合、バックアップ BEは作成されますがアクティブには設定
されません。バックアップ BEを明示的に要求することもできます。

このポリシーは、新しくインストールされたソフトウェアによりシステムが不安
定になっている場合にのみ潜在的に危険です。この可能性はありますが、比較的
まれです。

when-required

リブートを必要とするパッケージ操作の場合、このポリシーにより、次のブート
時にアクティブに設定される新しい BEが作成されます。明示的に要求されないか
ぎり、バックアップ BEは作成されません。

ライブ BEへのパッケージングの変更によって、それ以上の変更が不可能になる場
合、最新の代替 BEが存在しない可能性があるため、このポリシーには最大のリス
クがあります。

パッケージの署名のプロパティー
署名付きパッケージをインストールする場合は、このセクションで説明するイ
メージプロパティーと発行元プロパティーを、パッケージの署名を検証するように
設定します。

署名付きパッケージのイメージプロパティー
次のイメージプロパティーを、署名付きパッケージを使用するように構成します。

signature-policy

このプロパティーの値により、イメージ内のパッケージのインストール、更
新、変更、または検証時に、マニフェストに実行されるチェックが決まりま
す。パッケージに適用される最終的なポリシーは、イメージポリシーと発行元ポ
リシーの組み合わせに依存します。この組み合わせの厳格さは、少なくとも、こ
の 2つのポリシーが個別に適用された場合の厳格な方と同じです。デフォルトで
は、パッケージクライアントは証明書が失効済みかどうかをチェックしませ
ん。そのようなチェック (クライアントから外部Webサイトへのアクセスが必要
な場合がある)を有効にするには、check-certificate-revocationイメージプロパ
ティーを trueに設定します。次の値が許可されます。
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ignore すべてのマニフェストの署名を無視します。

verify 署名が含まれているすべてのマニフェストが有効に署名さ
れていることを確認しますが、インストール済み
パッケージがすべて署名されている必要はありません。

これがデフォルト値です。

require-signatures 新しくインストールされたすべてのパッケージに、有効な
署名が少なくとも 1つ含まれている必要があります。イン
ストール済みパッケージに有効な署名が含まれていない場
合は、pkg fixおよび pkg verifyコマンドでも警告が表示
されます。

require-names require-signaturesと同じ要件に従います
が、signature-required-namesイメージプロパティーで一
覧表示される文字列が、署名の信頼のチェーンを検証する
ために使用される証明書の共通名としても表示される必要
があります。

signature-required-names

このプロパティーの値は、パッケージの署名の検証中に、証明書の共通名として
表示される必要のある名前の一覧です。

署名付きパッケージの発行元プロパティー
次の発行元プロパティーを、特定の発行元からの署名付きパッケージを使用するよ
うに構成します。

signature-policy

このプロパティーの機能は、このプロパティーが指定した発行元からの
パッケージにのみ適用される点を除き、signature-policyイメージプロパ
ティーの機能と同じです。

signature-required-names

このプロパティーの機能は、このプロパティーが指定した発行元からの
パッケージにのみ適用される点を除き、signature-required-namesイメージプロ
パティーの機能と同じです。

パッケージの署名プロパティーの構成
このイメージのパッケージの署名プロパティーを構成するに
は、set-property、add-property-value、remove-property-value、および
unset-propertyサブコマンドを使用します。

特定の発行元の署名ポリシーと必要な名前を指定するには、set-publisherサブコマ
ンドの --set-property、--add-property-value、--remove-property-value、および
--unset-propertyオプションを使用します。
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次の例は、このイメージで、すべてのパッケージが署名されることを必須にするよ
うに構成します。また、この例では、信頼のチェーン内のいずれかの証明書の共通
名として文字列「oracle.com」が表示されることも必須にします。

$ pfexec pkg set-property signature-policy require-names oracle.com

次の例は、このイメージで、署名されたすべてのパッケージが検証されることを必
須にするように構成します。

$ pfexec pkg set-property signature-policy verify

次の例は、このイメージで、発行元 example.comからインストールされたすべての
パッケージが署名されることを必須にするように構成します。

$ pfexec pkg set-publisher --set-property signature-policy=require-signatures example.com

次の例は、必要な署名を追加します。この例では、有効と見なされるには、署名の
信頼のチェーンに表示される必要のあるイメージの共通名の一覧に文字列
trustednameを追加します。

$ pfexec pkg add-property-value signature-require-names trustedname

次の例は、必要な署名を削除します。この例では、有効と見なされるには、署名の
信頼のチェーンに表示される必要のあるイメージの共通名の一覧から文字列
trustednameを削除します。

$ pfexec pkg remove-property-value signature-require-names trustedname

次の例は、指定した発行元の必要な署名を追加します。この例では、有効と見なさ
れるには、署名の信頼のチェーンに表示される必要のある発行元 example.comの共通
名の一覧に文字列 trustednameを追加します。

$ pfexec pkg set-publisher --add-property-value \

signature-require-names=trustedname example.com

追加のイメージのプロパティー
ca-path

SSL操作用のCA証明書が格納されたディレクトリを指すパス名を指定します。こ
のディレクトリの形式は、ベースとなる SSL実装に固有です。信頼できるCA証明
書のために別の場所を使用するには、別のディレクトリを指すようにこの値を変
更します。CAディレクトリの要件について
は、SSL_CTX_load_verify_locations(3openssl)の CApathに関する項目を参照してく
ださい。

デフォルト値は /etc/openssl/certsです。
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check-certificate-revocation

Trueに設定すると、パッケージクライアントは、署名検証のために使用される証
明書のCRL配布ポイントへのアクセスを試み、発行時よりもあとに証明書が失効
していないかどうかを調べます。

デフォルト値は Falseです。

flush-content-cache-on-success

Trueに設定すると、パッケージクライアントは、インストールまたは更新操作の
完了時にその内容キャッシュ内のファイルを削除します。更新操作の場合、内容
はソース BEからのみ削除されます。出力先 BEでパッケージ操作が次に発生した
とき、このオプションが変更されていなければ、パッケージクライアントはその
内容キャッシュをフラッシュします。

このプロパティーを使用して、ディスク容量の限られたシステムで内容
キャッシュを小さく保つことができます。このプロパティーを使用すると、操作
が完了するまでの時間が長くなる可能性があります。

デフォルト値は Trueです。

mirror-discovery

このプロパティーは、mDNSおよびDNS-SDを使用してリンクローカル内容ミ
ラーを検出するようにクライアントに命令します。このプロパティーを Trueに設
定すると、クライアントはミラーを動的に検出し、そのミラーからパッケージ内
容のダウンロードを試みます。mDNSを介してその内容を通知するミラーを実行
するには、pkg.depotd(1M)を参照してください。

デフォルト値は Falseです。

send-uuid

ネットワーク操作の実行時にイメージの汎用一意識別子 (UUID)を送信しま
す。ユーザーはこのオプションを無効にできますが、一部のネットワークリポジ
トリはUUIDを供給しないクライアントとのやり取りを拒否する場合がありま
す。

デフォルト値は Trueです。

trust-anchor-directory

このプロパティーの値は、イメージのトラストアンカーを含むディレクトリのパ
ス名です。このパスはイメージに対して相対的です。

デフォルト値は ignoreです。

use-system-repo

このプロパティーではシステムリポジトリを、イメージおよび発行元の構成の
ソースとして、および提供された発行元と通信するためのプロキシとしてイ
メージで使用するべきかどうかを指定します。システムリポジトリについて
は、pkg.sysrepo(1M)を参照してください。
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デフォルト値は ignoreです。

イメージのプロパティーの設定
このイメージのプロパティーを構成するに
は、set-property、add-property-value、remove-property-value、および
unset-propertyサブコマンドを使用します。

/usr/bin/pkg property [-H] [propname ...] /usr/bin/pkg set-property propname propvalue /usr/bin/pkg

add-property-value propname propvalue /usr/bin/pkg remove-property-value propname propvalue /usr/bin/

pkg unset-property propname ...

イメージプロパティーの値の表示
イメージのプロパティーを表示するには、pkg propertyコマンドを使用します。

$ pkg property

PROPERTY VALUE

be-policy default

ca-path /etc/openssl/certs

check-certificate-revocation False

flush-content-cache-on-success False

mirror-discovery False

preferred-authority solaris

publisher-search-order [’solaris’, ’isvpub’]

send-uuid True

signature-policy verify

signature-required-names []

trust-anchor-directory etc/certs/CA

use-system-repo False

preferred-authorityおよび publisher-search-orderプロパティーは、pkg

set-publisherコマンドオプションを使用して設定できます。57ページ
の「パッケージ発行元の追加、変更、削除」を参照してください。

イメージプロパティーの値の設定
イメージプロパティーの値を設定したり、プロパティーを追加して設定したりする
には、pkg set-propertyコマンドを使用します。

次の例では、mirror-discoveryプロパティーの値を設定します。

$ pfexec pkg set-property mirror-discovery True

$ pkg property -H mirror-discovery

mirror-discovery True

イメージプロパティーの値のリセット
指定したプロパティーの値をそのデフォルト値にリセットするには、pkg

unset-propertyコマンドを使用します。
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$ pfexec pkg unset-property mirror-discovery

$ pkg property -H mirror-discovery

mirror-discovery False

イメージの作成
イメージは、IPSパッケージとそれらの関連ファイル、ディレクトリ、リンク、およ
び依存関係をインストールでき、その他の IPS操作を実行できる場所です。

イメージには次の 3つの種類があります。
■ フルイメージは完全なシステムを提供することができます。フルイメージで
は、イメージ自体の中ですべての依存関係が解決され、IPSが一貫した方法で依
存関係を維持します。Oracle Solaris OSのインストールを完了した時点で、ルート
ファイルシステムとその内容がフルイメージに含まれています。

■ 部分イメージはフルイメージ (親イメージ)にリンクされますが、それ自体では完
全なシステムを提供しません。非大域ゾーンは部分イメージです。-zまたは
--zoneオプションを使用して、適切なバリアントを設定します。ゾーンイメージ
では、IPSは、パッケージ内の依存関係によって定義されているとおりに、非大
域ゾーンと大域ゾーンの一貫性を維持します。非大域ゾーンについて
は、『Oracle Solarisのシステム管理 (Oracle Solarisゾーン、Oracle Solaris 10
ゾーン、およびリソース管理)』のパート II「Oracle Solarisゾーン」を参照してく
ださい。

■ ユーザーイメージは、再配置可能なパッケージのみを含みます。

/usr/bin/pkg image-create [-FPUfz] [--force]

[--full | --partial | --user] [--zone]

[-k ssl_key] [-c ssl_cert] [--no-refresh]

[--variant variant_name=value ...]

[-g path_or_uri | --origin path_or_uri ...]

[-m uri | --mirror uri ...]

[--set-property name_of_property=value]
[--facet facet_name=(True|False) ...]

[(-p | --publisher) [name=]repo_uri] dir

dirによって指定された場所に、パッケージ操作に適したイメージを作成します。デ
フォルトのイメージタイプはユーザー (-Uまたは - -user)です。イメージタイプはフ
ルイメージ (--Fまたは --full)、または指定された -dirパスを包含するフルイ
メージにリンクされた部分イメージ (-Pまたは -partial)に設定できます。

非大域ゾーンコンテキストで新しいイメージを実行するには、-zまたは - -zoneオプ
ションを使用して、適切なバリアントを設定します。

パッケージリポジトリのURIは、-pまたは --publisherオプションを使用して提供
する必要があります。発行元の名前も提供した場合、イメージの作成時にその発行
元のみが追加されます。発行元の名前を提供しない場合、指定されたリポジトリに
よって認識されているすべての発行元がイメージに追加されます。この発行元に関
連付けられたカタログは、初期作成操作に続いて取得が試みられます。
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追加の起点を指定する場合は、-gオプションを使用します。ミラーを指定する場合
は、-mオプションを使用します。

クライアント SSL認証を使用する発行元の場合、-cオプションまたは -kオプション
を使用して、クライアント鍵とクライアント証明書を登録します。この鍵と証明書
は、イメージ作成中に追加されるすべての発行元のために使用されます。

既存のイメージを上書きするイメージを強制的に作成する場合は、-fオプションを
使用します。このオプションは慎重に使用してください。

-no-refreshオプションを指定した場合、使用可能なパッケージやその他のメタ
データの最新のリストを取得するために、イメージの発行元のリポジトリに接続し
ません。

指定したバリアントを指示した値に設定する場合は、--variantオプションを使用し
ます。指定したファセットを指示した値に設定する場合は、--facetオプションを使
用します。

操作履歴の表示
現在のイメージ内のコマンド履歴を表示するには、pkg historyコマンドを使用しま
す。

/usr/bin/pkg history [-HNl] [-t [time | time-time],...]
[-o column,...] [-n number]

コマンドの結果、コマンドが完了した時間、使用されたクライアントのバージョン
と名前、操作を実行したユーザーの名前、コマンドの実行中に発生したエラーを含
む詳細情報を表示するには、-lオプションを使用します。

指定した数の最新の操作のみを表示するには、-nオプションを使用します。

$ pkg history -n4

START OPERATION CLIENT OUTCOME

2012-08-06T16:32:03 fix pkg Succeeded

2012-08-06T16:41:47 revert pkg Succeeded

2012-08-06T17:56:22 set-property pkg Succeeded

2012-08-06T17:56:53 unset-property pkg Succeeded

列名の指定したコンマ区切りリストを使用して出力を表示する場合は、-oオプ
ションを使用します。pkg(1)のマニュアルページの列名のリストを参照してくださ
い。

$ pkg history -o start,time,operation,outcome -n4

START TIME OPERATION OUTCOME

2012-08-06T16:32:03 0:00:27 fix Succeeded

2012-08-06T16:41:47 0:00:43 revert Succeeded

2012-08-06T17:56:22 0:00:00 set-property Succeeded

2012-08-06T17:56:53 0:00:00 unset-property Succeeded
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%Y-%m-%dT%H:%M:%S形式のタイムスタンプのコンマ区切りリストでレコードを記録す
る場合は、-tオプションを使用します (strftime(3C)を参照)。日時の範囲を指定す
るには、開始と終了のタイムスタンプの間にハイフン (-)を使用します。キーワード
nowは、現在の日時の別名として使用できます。指定されたタイムスタンプに、重複
したタイムスタンプまたは重複する日付範囲が含まれる場合、重複した各履歴イベ
ントの 1つのインスタンスのみが出力されます。

操作に関するリリースノートテキストを表示するには、-Nオプションを使用しま
す。-Nオプションを -oオプションとともに使用することはできません。

すべてのコマンド履歴情報を削除するには、pkg purge-historyコマンドを使用しま
す。

$ pfexec pkg purge-history

操作履歴の表示
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